
表 1：JICA’ s WORLDCMYK Process
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東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
で
毎
年
４

月
に
行
わ
れ
る
「
水
か
け
祭
り
」。

ラ
オ
ス
で
は
、
４
月
中
旬
の
３
日

間
、
全
土
で
祝
う
「
ピ
ー
マ
イ
ラ

オ
」（
ラ
オ
ス
正
月
）が
そ
れ
に
当

た
る
。
中
で
も
多
彩
な
行
事
に
彩

ら
れ
、
華
や
か
な
の
が
古
都
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
だ
。

　

最
も
盛
り
上
が
る
の
は
２
日
目

と
３
日
目
に
行
わ
れ
る
パ
レ
ー
ド
。

先
頭
に
立
つ
の
は
真
っ
赤
な
お
面

が
ユ
ニ
ー
ク
な
「
プ
ー
ニ
ュ
ー
・

ニ
ャ
ー
ニ
ュ
ー
」
だ
。
大
地
を
創

造
し
た
原
初
の
夫
婦
だ
と
い
う
。

そ
の
後
に
、
僧
侶
や
少
数
民
族
、

着
飾
っ
た
少
女
た
ち
が
続
く
。
そ

し
て
パ
レ
ー
ド
の
最
後
に
、
い
よ

い
よ
山
車
に
乗
っ
た
ミ
ス
・
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
が
登
場
す
る
。
そ
の

姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
通
り
は
身

動
き
が
と
れ
な
い
ほ
ど
の
人
で
埋

め
尽
く
さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
豪

快
な
水
し
ぶ
き
が
舞
う
。

　
３
日
目
の
翌
日
に
は
、
こ
の
町

独
特
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
王
国

時
代
か
ら
町
の
守
護
仏
だ
っ
た

「
パ
バ
ー
ン
仏
」
が
王
宮
博
物
館

か
ら
出
さ
れ
、ワ
ッ
ト
・
マ
イ
※
で

開
帳
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
篤
い
上

座
部
仏
教
徒
で
あ
る
こ
の
町
の

人
々
は
パ
バ
ー
ン
仏
に
聖
水
を
そ

そ
ぎ
、
ろ
う
そ
く
と
花
を
供
え
、

熱
心
に
祈
り
を
捧
げ
る
。

　

新
し
い
年
の
幸
せ
と
健
康
を
願

い
、
盛
大
に
水
を
か
け
合
っ
た
こ

の
ラ
オ
ス
正
月
が
終
わ
る
と
、
ル

ア
ン
パ
バ
ー
ン
は
一
年
で
最
も
暑

い
季
節
を
迎
え
る
。

1963年宮城県出身。写真通
信社を経てフリーの写真家。マ
ダガスカルを中心としたインド洋
世界と東南アジアをフィールド
に取材を続ける。

堀内孝文・写真

水
を
か
け
合
う

ラ
オ
ス
の

暑
い
新
年

水
か
け
祭
り

春 

夏 

秋 

冬
❼

あ
つ

※1796年建立の寺院「ワット・マイ・スワナ・プーン・ラーム」の通称。

表 2：春夏秋冬CMYK Process
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世
界
の
す
べ
て
の
人
が
持
つ
基
本
的
な
権
利

の
一
つ
で
あ
る「
教
育
」。こ
れ
は
、生
活
す
る
上
で

必
要
と
な
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
主
な
習
得
の
場
が「
学
校
」

だ
。日
本
で
は
、
教
育
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

学
齢
の
子
ど
も
に
普
通
教
育
（
小
学
校
・
中
学
校

の
9
年
間
）
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
保
護
者
に
法

律
で
義
務
付
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
世
界
で
は
、
小
学
校
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
子
ど
も
が
約
７
５
０
０
万
人
（
男
子
３

３
７
５
万
人
、
女
子
４
１
２
５
万
人
）も
い
る
。そ

の
大
部
分
は
開
発
途
上
国
に
集
中
し
て
い
る
。初

等
教
育
の
純
就
学
率
※
１
を
見
る
と
、日
本
は
男
女

と
も
１
０
０
％
だ
が
、
途
上
国
の
平
均
は
男
子
87

%
、女
子
84
%
、サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
は

男
子
73
％
、女
子
67
％
と
、さ
ら
に
低
い
※
２
。

　
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
な
い
大
き
な
理

由
が
貧
困
だ
。貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
は
、

家
事
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
、
学
校
に
行
く
時
間
が

な
い
。ま
た
、学
費
が
無
償
で
あ
っ
て
も
、文
房
具

や
制
服
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
。多
く
の
国
で

学
校
や
先
生
の
数
が
足
り
ず
、
戦
争
で
学
校
が
閉

鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
国
も
あ
る
。途
上
国
で
は
貧

困
を
背
景
に
、
こ
れ
ら
の
数
々
の
事
情
が
絡
み
合

い
、子
ど
も
た
ち
の
就
学
を
困
難
に
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、

読
み
書
き
や
計
算
な
ど
基
礎
的
な
能
力
す
ら
習

得
で
き
な
い
。そ
の
た
め
大
人
に
な
っ
て
も
、
不

安
定
で
収
入
の
少
な
い
仕
事
に
し
か
就
け
ず
、
貧

困
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し
い
。ま
た
、
病
気

や
栄
養
の
正
し
い
知
識
が
得
ら
れ
ず
に
、
生
命
に

か
か
わ
る
危
険
性
も
高
ま
る
。子
ど
も
た
ち
か
ら

学
校
に
行
く
機
会
を
奪
う
こ
と
は
、
将
来
の
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
の
芽
を
も
摘
ん
で
し
ま
う
こ
と

を
意
味
す
る
の
だ
。

※
１
公
式
の
就
学
年
齢
に
相
当
す
る
子
ど
も
で
あ
っ
て
初
等
学
校
に

就
学
す
る
子
ど
も
の
人
数
を
、当
該
年
齢
の
子
ど
も
の
人
口
で
割
っ
た

も
の
。

※
２
数
値
は
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）

「Education For All Global M
onitoring Report 2009

」か
ら
。

特集
子どもたちに「学校」を

弟
や
妹
の
世
話
、水
く
み
な
ど
の

家
事
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

家
計
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

先
生
が
い
な
い

戦
争
で
学
校
が
な
く
な
っ
た

面
倒
を
見
て
く
れ
る

大
人
が
い
な
い

両
親
が
行
か
せ
て
く
れ
な
い

学
校
が
近
く
に
な
い

子
ど
も
た
ち
が

学
校
に
行
け
な
い
理
由

桜の花びらが舞う4月、日本では子どもたちが一斉に新学期を迎える。
一方、世界には、日本のようにすべての子どもが
学校に行くということが難しい国も多い。
そうした国々では、なぜ学校に行けない子どもたちがいるのだろう？

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
に
は
、

「
貧
困
」を
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
。

ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
互
い
に
結
び
付
き
、

就
学
を
よ
り
難
し
く
し
て
い
る
。

保護者自身も教育を受けておらず、教育の重要性への理解
が十分ではないために、学校に通わせるよりも働かせたほう
がいいと考えたり、特に女の子には教育は必要ないと考える
保護者が多い。また、宗教・文化的背景や地域の慣習が女子
の就学を難しくさせている場合もある。 

途上国では、5人、10人と兄弟がいる家庭が多く、両親
の代わりに、幼い弟や妹の面倒を見なければならない。
また、井戸や水道が近くになくて何時間もかけて水くみ
をしなければならなかったり、燃料となる薪を集めたり
しなければならない。

学校の数が足りない国や地域では、学校が遠すぎて通えないことがある。学校があっても、教
室や勉強机が足りない場合も多い。また、雨期には、川が増水したり、舗装されていない道が
崩れて、通えなくなることもある。特に女の子は、地域によっては誘拐やレイプの危険もある。

貧しい家庭では、子どもも重要な働
き手。農業などの家の仕事を手伝っ
たり、外に働きに出なければならな
い。また、お金がなくて文房具や教
科書、制服を買えないことも多い。

学校があっても、先生の数が足りないことが多い。政府
に先生を雇うお金がないことが主な原因だ。アフリカで
は特にHIV／エイズで亡くなる先生が多い。また、教員
研修の機会がないために、授業の内容や教え方など教
育の質が低いことも問題となっている。

戦争で学校が壊されたり閉鎖されてしまったり、先生が兵隊に取られた
り、子どもが兵士にされることもある。また、戦争が終わっても、国にお金
や人手がなくてなかなか学校を再開できない。

病気や家庭の事情で両親や家族を失い、面倒を見てくれる大人がい
ないために、路上で生活せざるを得ない子どももいる。特にアフリカ
ではHIV／エイズで両親を亡くした孤児が増えている。

P04-05：特集　子どもたちに「学校」を
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す
べ
て
の
人
へ
の
教
育
の

普
及
を
目
指
す
J
I
C
A
の
支
援

学校に行けない子どもや読み書きができない人々が、社会生活に必要な知
識・技術を習得できるよう、ボランティアの派遣やNGOとの連携による識
字教育や職業訓練の実施、ノンフォーマル教育を推進する行政の能力向上
などを支援している。

ノンフォーマル教育の拡充

地元出身の女性教員による授業を受ける女子児童た
ち。女子就学数の増加には、「地元出身」の教員（男女問
わず）の存在が大きな役割を果たすことが分かった

成人を対象とする識字教室で学ぶ女性たち。女性の識字率は
37％と特に低く、その向上が急がれている

イエメン「タイズ州地域女子教育向上計画プロジェクト」
パキスタン「パンジャブ州識字行政改善プロジェクト」

す
べ
て
の
人
が
基
礎
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、国
際
社
会
の
共
通
の
目
標
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、初
等
・

中
等
教
育
の「
就
学
率
の
向
上
」「
質
の
向
上
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
」
に
重
点
を
置
い
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

男女間での就学率の差が世界で最も大きいイエメンでは、その格差の是正に重点を置いた
基礎教育の拡充に努めている。JICA は西部のタイズ州で、学校・コミュニティーが主体と
なって女子教育の改善に取り組むモデルの開発を支援。研修や啓発活動を通じ、州教育局
の行政能力向上、コミュニティーの教育への参加促進、学校の運営能力の改善を図った。そ
の結果、協力開始時には「男女が平等に教育の権利を有する」と答えた校長がわずか9.4%
であったのが、３年後には96.6%と劇的に上昇。また、男女共に就学数が増加している。

パキスタンでは、5年間の初等教育を修了する子どもは約45％にすぎず、全人口の約
半分が読み書きができないといわれている。JICAは、子どもたちの初等教育、成人の識
字教育を推進するパンジャブ州識字局のノンフォーマル教育の能力向上を図るため、非
識字者の分布などを分析するデータベースの開発、識字教室の計画策定と運営、モニタ
リング・評価方法の確立を支援している。

　
基
礎
教
育
は
、
人
々
が
自
分
の
才
能
や
能

力
を
伸
ば
し
、
健
全
な
社
会
生
活
を
送
る
た

め
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
得
る
た
め
の
教

育
で
、
就
学
前
教
育
、
初
等
・
中
等
教
育
、

成
人
識
字
教
育
や
地
域
社
会
教
育
と
い
っ
た

ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
な
ど
を
指
す
。
国
際

社
会
は
、
１
９
９
０
年
に
世
界
共
通
の
目
標

と
し
て
認
識
さ
れ
た
「
万
人
の
た
め
の
教
育
」

（Education for A
ll

：Ｅ
Ｆ
Ａ
）
を
実
現
す

る
た
め
、
基
礎
教
育
の
普
及
・
拡
充
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
２
０
０
０
年
に
セ
ネ
ガ
ル
で

開
催
さ
れ
た
世
界
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

「
２
０
１
５
年
ま
で
の
初
等
教
育
の
完
全
就

学
・
修
了
達
成
、05
年
ま
で
の
初
等
・
中
等
教

育
に
お
け
る
男
女
格
差
の
是
正
」
を
は
じ
め

と
す
る
目
標
と
そ
の
戦
略
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
そ
れ
ら
は
、国
際
社
会
の
共
通
目
標
で

あ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
中
で
も
同
様
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
々

が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
初
等
・
中
等

教
育
で
の
就
学
率
と
教
育
の
質
の
向
上
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
に
重
点
を
置
い
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
教
育
の
男
女
格
差

の
是
正
、
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
子

ど
も
や
成
人
非
識
字
者
へ
の
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
教
育
の
拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
、
日
本
の
学
校
教
育
現
場
で
も
関

心
の
高
い
、
行
政
・
学
校
・
住
民
の
協
働

に
よ
る
地
域
一
体
の
健
全
な
学
校
運
営
の

視
点
を
重
視
し
て
い
る
ほ
か
、
教
員
研
修

の
協
力
に
重
点
を
置
き
、
学
ぶ
楽
し
さ
を

得
る
こ
と
の
で
き
る
、
子
ど
も
が
主
役
の

授
業
の
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
は
、

各
途
上
国
の
教
育
計
画
全
体
の
状
況
・
課

題
に
応
じ
た
最
適
な
支
援
を
、
技
術
協
力
、

無
償
資
金
協
力
、
有
償
資
金
協
力
を
よ
り

戦
略
的
に
用
い
て
、
総
合
的
に
展
開
し
て

い
く
。

地域社会や家庭を対象とした女子教育についての啓発活動、女子教育推進の
ための制度づくり、成人女性への識字教育の促進などを支援している。

教育の男女格差の是正

初等・中等教育の
就学率の向上

無償資金協力による学校の建設などを
通じて学校教育サービスの拡充を支援。
また、学校教育の必要性を伝えるため
の家庭や地域社会への啓発、子どもの
教育を阻害する児童労働の撲滅や子ど
もの健康状態の改善といった、子どもを
取り巻く教育環境全般の改善を図る。

初等・中等教育の
質の向上

初等・中等教育で提供される授業の面
白さ、分かりやすさは、子どもの就学意
欲に大きく影響し、中途退学や留年を
防ぐ上で重要だ。JICA は、教員の指導
能力の向上、教員養成カリキュラムの
改善、教科書・教材などの開発と普及
などを支援している。

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
重
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
に
よ
っ
て
就
学
率
・
質
の
向
上
を
促
進

マネジメントの改善
初等・中等教育の就学率や質の向上
に継続的に取り組むには、学校の適切
な運営管理（マネジメント）が重要だ。
JICAは、地方教育行政の能力向上とと
もに、学校運営を担う行政・学校・地
域社会が学習環境改善のための活動
を計画・実施するマネジメント能力の
強化などを支援している。

事例は8ページ（セネガル＆ニジェール）、12ページ（イ
ンドネシア）、14ページ（ネパール）を参照。

事例は12ページ（インドネシア）、14ページ（ネパール）、16
ページ（アフガニスタン）、18ページ（カンボジア）を参照。

事例は8ページ（セネガル＆ニジェール）、12ページ（イ
ンドネシア）、14ページ（ネパール）を参照。

特集 子どもたちに「学校」を
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セネガル＆ニジェール SENEGAL＆NIGER

　
　
２
月
中
旬
、
ア
フ
リ
カ
最
西
端
の
海
岸
線
か
ら
、
さ

わ
や
か
な
風
が
吹
く
セ
ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
。
こ

の
美
し
い
港
町
か
ら
、車
で
北
上
す
る
こ
と
約
３
時
間
。

北
西
部
に
位
置
す
る
ル
ー
ガ
州
で
は
、
朝
晩
は
肌
寒
い

が
、
日
中
に
は
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
。

　
午
前
中
、
郊
外
に
あ
る
デ
ィ
エ
レ
ロ
ウ
小
学
校
を
訪

れ
る
と
、
わ
ら
ぶ
き
の
教
室
で
子
ど
も
た
ち
が
授
業
を

受
け
て
い
た
。「
こ
の
教
室
も
、
地
域
の
住
民
が
お
金

を
出
し
合
っ
て
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
ム

イ
ブ
ラ
ヒ
マ
・
ソ
ウ
校
長
。
同
校
で
は
、
校
長
、
先
生
、

児
童
、
保
護
者
な
ど
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
学
校

運
営
委
員
会
」
が
主
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
２
０
０
９
年
現
在
、
セ
ネ
ガ
ル
の
初
等
教
育
の
総
就

学
率
は
約
90
％
。
西
ア
フ
リ
カ
の
ほ
か
の
国
に
比
べ
れ

ば
、
高
い
数
値
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
終
学

年
ま
で
中
退
も
留
年
も
せ
ず
に
卒
業
で
き
る
児
童
の
数

は
５
割
に
満
た
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
学
校
ま
で
の

交
通
の
不
便
さ
、教
室
の
不
足
、教
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、

家
の
仕
事
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
事
情
が
あ
る
。

　
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
初

等
教
育
の
完
全
普
及
を
目
指
す
た
め
、
教
育
セ
ク
タ
ー

に
お
け
る
国
家
計
画
を
２
０
０
０
年
に
打
ち
出
し
、
教

室
の
建
設
な
ど
学
習
環
境
の
改
善
に
乗
り
出
し
た
。
そ

し
て
、
02
年
に
は
「
学
校
運
営
委
員
会
」
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。
保
護
者
や
地
域
住
民
に
、
学
校
運
営
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
し
た
。「
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な

り
、
主
体
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
学
校
環
境
の

改
善
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。
し
か
し
実

際
は
、
数
年
た
っ
て
も
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
設
立
さ
れ
て
い
て
も
機
能
し
て
い
な
い
地

域
が
多
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
州
の
教
育
行
政
を
管
轄
す
る

視
学
官
事
務
所
※
と
連
携
し
、07
年
５
月
に
「
教
育
環
境

改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
特
に
教
育
事
情
の
悪

い
ル
ー
ガ
州
を
対
象
に
、
学
校
運
営
委
員
会
の
機
能
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、
学
校
運

営
委
員
会
の
設
立
の
推
進
、
校
長
や
住
民
代
表
な
ど
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
能
力
強
化
、
委
員
会
設
置
後
の
学

校
改
善
活
動
の
実
施
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
だ
。

　
「
世
界
中
ど
こ
の
国
で
も
、
親
は
子
ど
も
の
教
育
に

関
心
が
あ
る
も
の
。
子
ど
も
の
学
習
環
境
を
改
善
す
る

意
欲
、
能
力
を
持
っ
て
い
る
は
ず
。
学
校
運
営
委
員
会

を
入
口
と
し
て
、
住
民
た
ち
に
そ
の
道
筋
を
示
し
て
い

け
れ
ば
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
馬
野
裕
朗
さ

ん
は
話
す
。

住
民
の
参
加
に
よ
り

学
校
が
抱
え
る
問
題
に

地
域
全
体
で
取
り
組
む

セネガル・ルーガ州にあるディエレロウ小学校のわらぶき教室で勉強する子どもたち。教室は
地域の住民によって建設された。西アフリカではわらぶき教室が多いが、1年ほどしかもたない

セネガル・ティエス州のティエス第２小学校の一教室。電気の通っていない教
室も多く、教室の改善は学校運営委員会の活動項目に挙げられている

ルーガ州のルーガ第２小学校にある男女別のトイレ。衛生環境の整備は、女子
就学率向上のための重要な課題。同校では、トイレと全13教室のうち８教室が
日本の支援で建設された

ティエス第２小学校の校庭で掃除をする子どもたち。掃除の時間の導入も、学
校運営委員会により提案された

学校をつくろう
子どもたちの未来につながる

学校や先生の不足などが深刻な問題となっている西アフリカ。

学校に行けない子どもや、学校に行けても質の高い教育を受けられない子どもがたくさんいる。

しかし今、JICAをはじめ国際社会の支援により、「学びの場」が少しずつ広がりつつある。

アフリカ最西端の国セネガルと世界最貧国の一つニジェールを取材した。

う
ま
の

ひ
ろ
あ
き

※教育省の出先機関として、地方の教育行政に関する連絡や指導・助言を行う。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
学
校
運
営
委
員
会
の
年
間
活

動
計
画
の
作
成
を
提
案
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
、
学
校
の
設
備
、
教
育
の
質
を
改
善
す
る
た
め

に
必
要
な
活
動
計
画
を
住
民
総
会
で
策
定
し
、
実
行
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
も
の
は
、
新
し
い
校

舎
や
ト
イ
レ
の
建
設
、
補
習
授
業
の
制
度
化
、
教
科
書

や
図
書
の
購
入
、
学
校
菜
園
の
設
置
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
は
、
年
度
初
め
に
、
責
任
者
、
必

要
な
資
金
・
物
資
の
調
達
方
法
、
実
施
時
期
な
ど
が
決

め
ら
れ
る
。「
重
要
な
の
は
、
住
民
が
自
分
た
ち
の
力

で
実
施
可
能
な
計
画
を
立
て
、
確
実
に
行
動
に
移
す
こ

と
」
と
馬
野
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
ル
ー
ガ
州
視
学
官
事
務
所
の
バ
バ
・
ウ
セ
イ
ヌ
・
リ
ー

所
長
は
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
住

民
の
間
に
も
、『
学
校
を
変
え
て
い
く
の
は
自
分
た
ち

な
ん
だ
』
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
」
と

効
果
を
説
明
。
デ
ィ
エ
レ
ロ
ウ
小
学
校
の
学
校
運
営
委

員
会
で
児
童
代
表
を
務
め
る
６
年
生
の
マ
タ
ー
ル
・
シ

イ
ラ
さ
ん
は
「
僕
は
、
み
ん
な
の
要
望
を
ま
と
め
て
会

合
で
提
案
し
て
い
ま
す
。
本
も
足
り
な
い
し
、
学
校
の

周
り
に
塀
も
必
要
だ
し
…
。
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
他
方
、
学
校
を
め
ぐ
る
問
題
は
学
校
運
営
だ
け
で
は

な
い
。
学
校
そ
の
も
の
の
数
が
足
り
な
い
の
も
事
実
。

そ
こ
で
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
セ
ネ
ガ
ル
全
土
で
４
９

４
校
１
８
２
５
教
室
を
建
設
し
て
い
る
。
ダ
カ
ー
ル
市

内
に
あ
る
「
カ
ワ
バ
タ
ヤ
ス
ナ
リ
小
学
校
」
も
そ
の
一

つ
。
２
階
建
て
の
校
舎
は
、国
内
で
も
珍
し
い
よ
う
だ
。

イ
ス
マ
イ
ラ
・
デ
ィ
オ
ー
リ
ョ
校
長
は
、「
日
本
の
技

術
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
校
舎
は
丈
夫
で
長
持
ち
す

る
。
ト
イ
レ
の
設
置
に
よ
り
衛
生
環
境
が
整
っ
た
こ
と

で
、
女
子
児
童
の
数
も
増
え
ま
し
た
」
と
喜
ぶ
。
学
校

名
も
「
日
本
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
」
と
、
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
受
賞
者
で
あ
る
「
川
端
康
成
」
が
選
ば
れ
た
。「
こ

れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
、
セ
ネ
ガ
ル
で
１
番
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
学
校
に
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
学
校
運
営
改
善
の
取
り
組
み
が

広
が
り
始
め
て
い
る
の
は
、
セ
ネ
ガ
ル
だ
け
で
な
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
マ
リ
で
も
学
校
運
営
委

員
会
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
中
で
、
今
後

は
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
も
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
特
に
、
04
年
に
「
住
民
参
画
型
学
校
運
営
改
善
計
画

（
通
称
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
が
開
始
さ
れ

た
ニ
ジ
ェ
ー
ル
は
、
そ
の
先
駆
け
で
あ
る
。
当
初
20
校

を
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
現
在
、
国
内
の
約
１
万
校
に
対
象
を
拡
大
。
学
校

運
営
委
員
会
を
通
し
た
住
民
の
主
体
的
な
活
動
を
通
じ

て
、
女
子
就
学
率
や
卒
業
試
験
合
格
率
の
改
善
に
目
覚

ま
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
運
営
委
員

会
を
通
じ
て
住
民
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
幼
稚
園
の
運

営
な
ど
、
初
等
教
育
の
枠
を
超
え
て
地
域
の
課
題
に
取

り
組
む
事
例
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果
は
周

辺
国
か
ら
注
目
さ
れ
、
そ
の
知
見
が
各
国
で
生
か
さ
れ

て
い
る
。

　
08
年
７
月
ま
で
４
年
半
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
た
原
雅
裕
さ
ん
は
「
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
民

主
的
な
選
挙
で
選
出
し
、
透
明
性
の
あ
る
組
織
を
通
し

て
住
民
参
加
を
促
す
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
」
と
強
調
す

る
。
さ
ら
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
行
政
区
分
に
沿
っ
て

学
校
運
営
委
員
会
を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、
相
互
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
合
う
仕
組
み
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
各
県

の
視
学
官
事
務
所
に
配
置
さ
れ
た
担
当
官
が
学
校
運
営

委
員
会
を
巡
回
し
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ

と
が
制
度
化
し
て
い
る
。

　
２
月
16
〜
20
日
、
首
都
ニ
ア
メ
で
は
「
ア
フ
リ
カ
諸

国
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
善
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ａ
Ｇ

Ｅ
Ｐ
Ａ
）」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
こ
こ

で
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者

は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
、
マ
リ
、
ベ
ナ
ン
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ト
ー
ゴ
、
ギ
ニ
ア
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の

教
育
関
係
者
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
世
界
銀
行
、
フ
ラ
ン
ス
開

発
庁
の
職
員
ら
約
１
０
０
人
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
人
間
開
発
部

基
礎
教
育
第
２
課
の
森
下
拓
道
職
員
は
「
み
ん
な
の
学

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
し
、「
学
校
運
営
委
員
会

の
機
能
強
化
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改

善
の
基
盤
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。
参
加
者
た
ち
も
、

学
校
運
営
委
員
会
の
役
割
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。

昨
年
５
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
で
も
、
西
ア
フ
リ
カ
に
「
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
住
民
参
加
型
の
学
校
運

営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。

　
現
在
、
世
界
に
は
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
が
約
７

５
０
０
万
人
い
る
。
そ
し
て
そ
の
大
半
が
、
サ
ハ
ラ
砂

漠
以
南
の
ア
フ
リ
カ
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し

現
地
に
は
、
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を「
教
育
」に
託
し
、奮
闘
す
る
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。

「
地
域
の
学
校
は
、
私
た
ち
の
希
望
の
光
」
―
―
ニ

ジ
ェ
ー
ル
の
ゴ
ン
ガ
小
学
校
の
母
親
の
言
葉
は
、
そ
れ

を
象
徴
す
る
も
の
だ
。
学
校
と
い
う
「
学
び
の
場
」
を

通
し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
明
る

い
未
来
が
切
り
開
か
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

西
ア
フ
リ
カ
で

住
民
参
画
型
学
校
運
営
シ
ス
テ
ム
の

普
及
を
目
指
す

セネガル＆ニジェールSENEGAL＆NIGER

AGEPAのワークショップにパネリストとして参加するJICAの森下職員（右）。「今後
も、JICAは西アフリカの学校運営支援に力を入れていく」と意欲を見せた

ニジェール・ドッソ州ゴンガ小学校の学校運営委員会の役員。学校運営委員会を通
じて、地域の男性は教室建設などの力仕事、女性は不登校児のメンタルケアなど、
それぞれの得意分野を生かして問題に取り組んでいる

日本の無償資金協力により建設された「カワバタヤスナリ小学校」。ダカールの市街地にあり敷地の確保が難しい
ため、２階建て様式が選ばれた

ティエス第２小学校に設置された
図書館。「いずれは、この棚が
本でいっぱいになるようにしたい」
とアブドゥレイ・ンディアイエ校長

ルーガ第２小学校にある学校菜
園。収穫物の収入は、学校運営
委員会の活動資金に充てられる

ひ
ろ
み
ち

特集 子どもたちに「学校」を

P8-9：特集　子どもたちに「学校」を
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インドネシア

北スラウェシ州バンテン州
西ジャワ州

東ジャワ州

ジョグジャカルタ特別州 マルク州

中部ジャワ州

ジャカルタジャカルタ

地
域
が
は
ぐ
く
む
中
学
校
を
全
国
へ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
日
本
と
同
じ
小
・
中
学
校
9
年
間
の
義
務
教
育
制
度
だ
が
、中
学
校
の

低
就
学
率
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、中
学
生
の
就
学
率
向
上
を
目
指
し
、

中
学
校
と
地
域
住
民
、地
方
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

学
校
運
営
の
改
善
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
の
普
及
を
支
援
し
て
い
る
。

学校運営の改善により、校舎が改修されたり教材が整備されたことで、生徒の学習意欲が高まった

　
こ
う
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
成
果
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
こ
れ
ら
参
加
型
学

校
運
営
と
授
業
研
究
の
２
つ
の
モ
デ
ル
を
全
国
に
普
及

し
、
中
等
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

今
年
３
月
に
ス
タ
ー
ト
。
国
レ
ベ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

づ
く
り
や
、
全
国
の
教
育
指
導
者
の
育
成
・
能
力
強
化

を
通
じ
て
、
モ
デ
ル
の
全
国
展
開
に
向
け
た
基
盤
整
備

を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
紛
争
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
マ
ル
ク
州
で
は
、
08
年
よ
り
、
地
域
参
加
型
の

学
校
運
営
の
経
験
を
生
か
し
て
、
異
な
る
宗
教
の
住
民

が
協
働
で
学
校
教
育
の
再
建
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地

域
社
会
の
融
和
や
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
な
ど
の
効
果

も
表
れ
て
い
る
。

　
過
去
10
年
に
わ
た
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
経
て
、
中

学
校
の
就
学
率
と
教
育
の
質
の
向
上
へ
の
努
力
が
、
全

国
に
広
が
り
始
め
た
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
国
の
豊
か
な
社
会
を
築
く
力

と
な
る
だ
ろ
う
。

別
州
バ
ン
ト
ゥ
ル
県
で
、
現
職
の
理
数
科
教
員
の
研
修

制
度
を
確
立
す
る
支
援
を
開
始
し
た
。
定
期
的
に
研
修

を
行
う
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
授
業
研
究
の

手
法
を
導
入
。
教
員
が
互
い
の
授
業
を
研
究
し
合
い
、

従
来
の
詰
め
込
み
型
の
一
方
的
な
授
業
の
改
善
に
努
め

た
。

　
「『
自
分
の
仕
事
は
あ
く
ま
で
も
知
識
を
伝
え
る
こ

と
』
と
考
え
る
先
生
が
多
か
っ
た
が
、
授
業
研
究
で
そ

れ
が
間
違
い
だ
と
分
か
り
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
、
理
解

さ
せ
る
た
め
の
授
業
を
や
ろ
う
と
試
行
錯
誤
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
生
徒
か
ら
も
授
業
が
面
白
く
な
っ
た
と
の

声
が
聞
か
れ
て
い
る
」
と
豊
間
根
さ
ん
。
成
績
の
向
上

と
い
う
明
確
な
成
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
生
徒
の

学
習
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
生
徒
の
変
化
は
教
員
に
も
刺
激
を
与
え
て
い

る
ほ
か
、
教
員
の
授
業
研
究
の
実
績
が
、
教
員
の
地
位

と
能
力
の
向
上
を
認
め
る
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
小
・
中
学
校
の
完
全
就
学
を
目
指
し
、
基
礎
教
育
の

普
及
に
努
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
小
学
校
の
就
学
率
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
を
達
成
し
た
も
の
の
、中
学
校
の
就
学
率

は
２
０
０
４
年
の
時
点
で
62
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
同
国
で
は
、
01
年
か
ら
地
方
分
権
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
十
分
な
準
備
も
な
く
移
行
さ
れ
た
影
響
で
、

学
校
へ
の
予
算
が
急
減
し
た
り
、
行
政
と
学
校
の
権
限

が
混
乱
し
た
り
、
地
方
の
教
育
行
政
が
適
切
に
機
能
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
慢
性
化
し
た
政
治
腐

敗
が
地
方
の
教
育
行
政
に
も
広
が
り
、
補
助
金
の
使
い

道
な
ど
が
不
透
明
で
、
学
校
運
営
が
健
全
と
は
言
い
難

く
、
人
々
の
学
校
教
育
へ
の
信
頼
が
低
下
し
て
い
た
。

教
員
も
、
社
会
的
地
位
が
低
く
給
与
も
少
な
い
た
め
に

意
欲
を
失
い
、
授
業
の
質
が
悪
化
、
生
徒
の
学
習
意
欲

に
も
悪
影
響
を
与
え
、
中
学
校
の
就
学
率
が
伸
び
悩
む

原
因
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
中
学
校
と
地
域
住
民
、

地
方
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
な
学
校
運
営
に
取
り

組
む
モ
デ
ル
を
開
発
・
導
入
す
る
協
力
を
１
９
９
９
年

に
開
始
。
中
部
ジ
ャ
ワ
州
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
、
バ
ン

テ
ン
州
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
中
等
教
育
や
地
域
の

学
校
運
営
参
画
の
意
義
を
伝
え
る
啓
発
活
動
を
行
っ
た

ほ
か
、学
校
、保
護
者
、
住
民
が
よ
り
良
い
学
校
運
営

に
つ
い
て
話
し
合
う
「
学
校
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し

た
。

　
さ
ら
に
、
学
校
運
営
委
員
会
で
、
教
科
書
の
購
入
や

校
舎
の
修
復
、
保
護
者
会
の
開
催
な
ど
必
要
な
活
動
が

決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
補
助
金
を
分
配
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
学
校
が
行
政
に
計
画
書
を
提
案
す
る
方
式
を
導

入
。
計
画
書
を
作
る
学
校
と
、
そ
れ
を
審
査
す
る
地
方

行
政
官
に
対
し
て
研
修
を
行
い
、
補
助
金
の
透
明
性
の

確
保
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
識

の
向
上
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
校
運
営
に
住
民
の

声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
学
校
教
育
へ

の
信
頼
が
高
ま
り
、
住
民
参
加
型
の
学
校
運
営
が
実
現

さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
豊
間
根
則
道
さ
ん
は
、「
行
政

と
住
民
の
参
加
に
よ
り
、
不
透
明
だ
っ
た
学
校
運
営
が

改
善
さ
れ
た
経
験
は
、
地
域
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
今
で
は
、
こ
の
モ
デ
ル
が
定
着
し
、
自
治
体
が

自
ら
の
予
算
と
人
員
に
よ
っ
て
、
学
校
・
地
域
と
協
働

し
て
各
校
の
運
営
改
善
を
進
め
て
い
る
」
と
成
果
を
述

べ
る
。

　
06
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
教

育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、西
ジ
ャ
ワ
州
ス
メ
ダ
ン
県
、

東
ジ
ャ
ワ
州
パ
ス
ル
ア
ン
県
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
特

北スラウェシ州ラノワンコ村では、村人がJICAのプロジェクトからの補
助金と自分たちの寄付で、新しい中学校を建設した

授
業
研
究
の
た
め
に
中
学
校
で
行
わ
れ
た
公

開
授
業
。当
初
は
、授
業
を
ほ
か
の
教
員
か
ら

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
戸
惑
う
教
員
も
い
た
が
、

今
で
は
指
導
法
改
善
の
機
会
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る

教員たちに理科の授業の手法を指導するJICA専門家の佐藤雅彰さん（中
央）。「今までやっていた授業は何だったのか」と目を見開いた教員もいたという

授業研究のワークショップでアドバイスをする豊間根さん（中央）

と
よ 

ま  

ね 

の
り
み
ち

インドネシア INDONESIA

透
明
で
健
全
な
中
学
校
の
運
営
を

「
考
え
さ
せ
る
」授
業
で

学
習
意
欲
を
高
め
る

特集 子どもたちに「学校」を

P12-13：子どもたちに「学校」を
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ネパール
マホタリ郡

インド

中国
カトマンズカトマンズ

１
ク
ラ
ス
に
１
０
０
人
が
学
ぶ

質
の
高
い
教
育
と
は

ネパール NEPAL

村の子どもたち。ネパールの初等教育は5年制から8年制に今年から変更される予定

「子どもエンパワーメント委員会」では、学校に行けない子どもに
読み書きを教える取り組みもしている

学校運営委員会が学校改善計画を作成できるようになるための研修。計画に
は、児童数や学校の状況、問題点、予算などを記し、郡の教育局に提出する

村人と定松さん。村で活動するに当たって、SCJは地元のNGOを通じてまず子ど
もたちが学校に通っているかどうかを学校と家庭の双方に聞いて回った

く
、
各
自
の
役
割
・
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
教
育
を
広

め
る
第
一
歩
」と
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
小
荒
井
理
恵
さ
ん
も
話
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
年
目
に
入
っ
た
現
在
は
、
グ
ル
ー

プ
で
の
議
論
を
よ
り
深
め
、
教
育
の
質
の
向
上
を
達
成

す
る
た
め
に
各
自
が
ど
う
責
任
を
果
た
す
か
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
議
論
か

ら
出
て
き
た
課
題
を
各
校
で
作
ら
れ
る
学
校
改
善
計
画

に
い
か
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
は
、
山
岳
地
域
、
丘
陵
部
、
平
野
部
と
地

形
的
に
変
化
に
富
ん
で
い
る
ば
か
り
か
、
多
民
族
国
家

で
も
あ
る
た
め
、
地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
抱
え
る
問
題

は
多
様
で
求
め
ら
れ
る
支
援
は
異
な
る
。
そ
う
し
た
特

徴
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、Ｓ
Ｃ
Ｊ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
単
位
で
の
地
道
な
取
り
組
み
は
、
ネ
パ
ー
ル

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
明
日
を
運
ん
で

き
て
く
れ
る
〝
希
望
〞
と
な
る
に
違
い
な
い
。 

と
い
う
意
見
が
上
が
っ
た
。
ま
た
、「
教
員
と
児
童
の

関
係
は
医
者
と
患
者
の
関
係
に
似
て
い
て
、
診
療
し
て

も
患
者
が
治
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
良
い
医
者
で
は
な

い
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
教
員
が
教
え
た
こ
と
を

児
童
が
理
解
し
、
知
識
を
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
良
い
教
員
で
は
な
い
。
質
の
高
い
教
育
を

受
け
る
に
は
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
果
た
す
べ

き
」
と
話
し
た
そ
う
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
は「
子

ど
も
は
欠
か
さ
ず
出
席
す
る
こ
と
、
授
業
に
集
中
す
る

こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
質
問
す
る
こ
と
。
先
生
は

き
ち
ん
と
出
勤
す
る
こ
と
、
児
童
に
分
か
り
や
す
い
授

業
を
行
う
こ
と
。
親
は
子
ど
も
を
学
校
に
行
か
せ
、
最

低
限
の
文
房
具
を
用
意
す
る
こ
と
、
家
の
手
伝
い
よ
り

宿
題
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
」。「
こ
う
し
て
子
ど
も
自
身

が
考
え
た
よ
う
に
、
関
係
者
み
ん
な
が
教
育
の
重
要
性

を
認
識
し
、
自
分
た
ち
の
権
利
を
主
張
す
る
だ
け
で
な

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
子
ど
も
の
５
人
に
1
人
が
小
学
校
に

通
っ
て
い
な
い
。
家
が
貧
し
く
家
事
を
手
伝
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
親
が
教
育
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
り
、
通
学
で
き
る
範
囲
に
学
校
が
な
か

っ
た
り
と
、
そ
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
ネ
パ
ー
ル
政
府

は
国
際
社
会
の
支
援
の
も
と
で
就
学
率
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
を
展
開
。
日
本
も
専
門
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
、
８
０
０
０
以
上
の
教
室
を
整
備
す
る
な
ど

の
協
力
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
１
年
生

の
就
学
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
教
員
や
教
室
の
数
が
足
り
ず
、
１
ク
ラ

ス
に
１
０
０
人
近
い
児
童
が
学
ぶ
地
域
も
依
然
多
い
。

結
果
と
し
て
、
教
育
の
質
は
低
下
し
、
子
ど
も
に
十
分

な
学
力
が
身
に
付
か
な
い
ば
か
り
か
、
２
年
生
に
進
級

で
き
ず
留
年
し
た
り
、
中
途
退
学
す
る
子
ど
も
が
増
え

て
し
ま
っ
た
。

　
そ
こ
で
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
、就
学
率
の
向
上
に
加
え
、

教
育
の
質
を
高
め
る
こ
と
や
、
地
方
分
権
の
進
展
に
合

わ
せ
て
地
域
ご
と
に
学
校
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
新
た
な
目
標
に
据
え
、
取
り
組
み
を
始
め
た
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
れ
に
協
力
す
る
た
め
、
政
策
レ
ベ
ル
か
ら

草
の
根
レ
ベ
ル
ま
で
、
幅
広
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
支
援
の
一
つ
が
、
昨
年
か
ら

（
社
）
セ
ー
ブ・ザ・チ
ル
ド
レ
ン・ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
働

き
か
け
を
通
じ
た
公
立
小
学
校
教
育
の
質
の
改
善
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
対
象
地
域
で
あ
る
平
野
部
の
マ
ホ
タ
リ

郡
は
、
全
75
郡
中
、
就
学
率
や
識
字
率
な
ど
が
下
か
ら

２
番
目
と
い
う
状
況
だ
。
１
ク
ラ
ス
の
児
童
数
が
多
す

ぎ
る
こ
と
に
加
え
、
先
生
が
学
校
に
き
ち
ん
と
出
勤
し

な
い
こ
と
や
、
校
内
で
の
体
罰
、
女
子
・
低
カ
ー
ス
ト

へ
の
差
別
な
ど
も
低
就
学
率
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
暗
記
一
辺
倒
の
教
授
法
や
、
少
数
民
族
が
多
い

地
域
で
あ
っ
て
も
ネ
パ
ー
ル
語
の
み
で
授
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
、
教
育
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
に

は
、
子
ど
も
、
教
員
、
親
、
地
域
住
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
そ
う

考
え
る
Ｓ
Ｃ
Ｊ
は
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
、
関
係
者

の
組
織
づ
く
り
と
子
ど
も
自
身
の
参
加
を
重
視
。「
子

ど
も
」「
女
性
」「
先
住
民
」「
青
年
」や
教
員
を
含
む「
学

校
運
営
委
員
会
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
話
し

合
う
場
を
設
け
た
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
現
地
駐
在
員
（
当
時
）
の
定
松
栄
一
さ
ん

が
村
の
子
ど
も
グ
ル
ー
プ
「
子
ど
も
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
委
員
会
」の
メ
ン
バ
ー
に
、「
質
の
高
い
教
育
と
は
？
」

と
聞
く
と
、「
先
生
の
教
え
る
こ
と
を
児
童
が
き
ち
ん

と
理
解
で
き
て
、知
識
や
ス
キ
ル
を
活
用
で
き
る
こ
と
」

子どもたちに希望を運ぶ教育を
低就学率とともに、教員の指導力不足など教育の質の低下が問題となっているネパール。
複雑な地形や多文化社会にある中で、より効果的に教育の質を向上させようと、
ＪＩＣＡは（社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンとともに、
コミュニティーをベースとした支援を行っている。

特集 子どもたちに「学校」を
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附属小学校で視察した2年生の算数の授業では、4けた
の数字を勉強中だった。チラシを使った子どもたちのグル
ープワークの様子を見る研修員と小野教授（左）

模擬授業を行うヌーリさん。授業内容をなかなか理
解できない学生役の研修員には丁寧に声を掛ける

教員の指導力向上を支える鳴門教育大学

民
の
帰
還
な
ど
に
よ
っ
て
就
学
児

童
が
激
増
。
そ
の
結
果
、
学
校
や

教
員
の
数
だ
け
で
な
く
、
適
切
に

指
導
で
き
る
教
員
が
不
足
し
て
い

る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
国
際
機
関
が
、

ア
フ
ガ
ン
政
府
に
よ
る
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
導
入
に
協
力
す
る
中
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
教

師
用
指
導
書
と
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
支
援
。
そ
れ
ら
を
使
っ

た
現
職
教
員
の
研
修
を
首
都
カ
ブ

ー
ル
な
ど
で
実
施
し
た
。
ま
た
現

在
は
、
４
〜
６
年
生
の
教
師
用
指

導
書
と
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
加
え
、

教
員
養
成
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
冒
頭
の
模
擬
授
業
も
こ
の
協
力

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

１
月
末
か
ら
約
３
週
間
、
ヌ
ー
リ

さ
ん
ほ
か
12
人
の
教
育
関
係
者
が

鳴
門
市
を
訪
れ
、
模
擬
授
業
や
市

内
の
小
学
校
見
学
な
ど
を
通
じ
て
、

算
数
の
指
導
法
を
学
ん
だ
。

　
こ
う
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を

中
心
的
に
担
っ
て
い
る
の
が
、
鳴

門
教
育
大
学
の
小
野
由
美
子
教
授

だ
。
治
安
上
、
長
期
滞
在
が
難
し

い
中
で
、
小
野
教
授
は
日
本
と
ア

フ
ガ
ン
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
教

員
を
育
て
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し

て
活
動
を
支
え
て
き
た
。

　
「
ア
フ
ガ
ン
の
教
科
書
は
分
厚
く

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
が
精
選
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
教
育
政
策
で
『
子

ど
も
中
心
の
授
業
』
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
が
、『
子
ど
も
中
心
の
授

業
＝
グ
ル
ー
プ
分
け
』
と
い
っ
た

誤
解
や
、
授
業
時
間
や
授
業
日
数

が
足
り
ず
、
最
低
限
必
要
な
内
容

さ
え
勉
強
し
な
い
ま
ま
、
次
の
学

年
に
進
級
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
」
と
ア
フ
ガ
ン
の
現
状

を
危
惧
す
る
。

　
鳴
門
教
育
大
学
は
、
こ
れ
ま
で

ア
フ
ガ
ン
以
外
に
も
、
南
ア
フ
リ

カ
共
和
国
や
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
エ

チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
教
員
の
指
導
力

向
上
に
協
力
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員

も
数
多
く
受
け
入
れ
て
き
た
。

　
小
野
教
授
に
よ
れ
ば
、
日
本
で

学
ぶ
良
さ
は
「
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
に
掛
か
る
こ
と
」。
職
場
を
離

れ
て
ま
と
ま
っ
た
時
間
を
つ
く
り
、

異
な
る
文
化
や
価
値
観
の
中
に
飛

び
込
む
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す

る
。「
教
員
養
成
は
対
象
が
大
人
。

成
人
が
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
、考
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
」。
思
考
が
柔
軟
で
、

何
で
も
吸
収
す
る
子
ど
も
と
違
い
、

大
人
は
あ
る
程
度
価
値
観
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
養
成
校
で
新
し
く

学
ん
だ
こ
と
よ
り
も
、
自
分
が
学

校
で
受
け
て
き
た
教
育
を
参
考
に

す
る
場
合
が
多
く
、
考
え
方
を
変

え
も
ら
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

の
だ
。

　
ま
た
、異
国
で
学
ぶ
良
さ
に
、「
言

葉
が
通
じ
な
い
こ
と
」
も
挙
げ
る
。

「
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
は
言
葉
以

外
で
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
表
を
作

っ
た
り
、
実
験
を
取
り
入
れ
た
り

し
て
、
ど
う
し
た
ら
児
童
が
理
解

し
や
す
い
の
か
、
一
生
懸
命
考
え

る
の
で
す
」。

　
研
修
の
終
盤
に
は
、
鳴
門
教
育

大
学
の
附
属
小
学
校
も
訪
問
。
５

年
生
の
理
科
と
２
年
生
の
算
数
の

授
業
を
視
察
し
、
日
本
の
教
育
を

肌
で
感
じ
た
。
ま
た
、
鳴
門
教
育

大
学
の
学
生
を
教
育
実
習
生
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
る
附
属
小
学
校

の
役
割
を
学
ん
だ
。

　
「
日
本
の
教
育
現
場
を
自
分
の
目

で
見
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い

授
業
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
め
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
小
野
教
授
。

ア
フ
ガ
ン
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
知
識
を
得
る
喜
び

を
か
み
し
め
る

－－

そ
の
道
し
る

べ
と
な
る
教
員
が
誕
生
し
つ
つ
あ

る
。

紛
争
で
教
育
シ
ス
テ
ム
が

荒
廃
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

　
徳
島
県
の
玄
関
口
に
あ
る
鳴
門

教
育
大
学
。
２
月
上
旬
、
大
学
を

訪
れ
る
と
、
算
数
の
指
導
法
の
模

擬
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
皆
さ

ん
、
課
題
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
き

ま
し
た
か
？
」。
教
壇
に
立
つ
ナ
ー

ジ
ャ
・
ヌ
ー
リ
さ
ん
が
学
生
役
の

研
修
員
に
問
い
掛
け
る
。
彼
女
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
員
養
成
校

で
、〝
先
生
の
卵
〞
を
教
え
る
教

員
。
一
人
一
人
の
ノ
ー
ト
を
見
て

回
り
な
が
ら
、「
今
日
の
テ
ー
マ
は

算
数
の
教
授
法
で
す
。
な
ぜ
、
私

た
ち
は
数
学
を
勉
強
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

生
活
と
数

学
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
授
業
を
進
め
て

い
く
。

　
模
擬
授
業
の
終
了
後
に
は
、
ヌ

ー
リ
さ
ん
が
特
に
工
夫
し
た
点
な

ど
を
発
表
。
研
修
員
か
ら
は
、「
黒

板
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
た
」「
授

業
の
目
的
が
は
っ
き
り
と
分
か
っ

た
」「
話
す
ス
ピ
ー
ド
を
も
う
少
し

ゆ
っ
く
り
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
」

な
ど
授
業
の
良
か
っ
た
点
や
改
善

点
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
今
、
深
刻

な
教
育
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

紛
争
で
教
育
シ
ス
テ
ム
が
荒
廃
し
、

タ
リ
バ
ン
政
権
の
崩
壊
後
は
、
難

教
員
の
価
値
観
を
変
え
る

難
し
さ

模擬授業の終了後は全員で授業を講評。「ヌーリさんは緊張せ
ず堂 と々できていた」と小野教授

5年生の理科の授業で子どもに混ざって実験を体験する
研修員。言葉が通じなくても、身振り手振りで意思を伝える

教員養成専門の鳴門教育大学は、その知見やノウハウを生かして教員の指導力不足が深刻な開発途上国を支援
している。その一つ、紛争によって教育システムが崩壊したアフガニスタンでは、JICAとともに算数の教師用指導
書などの作成を支援しているほか、アフガンの教育関係者を日本に招いて研修も行っている。

き

ぐ 国際協力の担い手たち
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プク郡

プノンペン

ベトナム

ラオスタイ

シェムリアップ州

タケオ州

カンボジア

担
う
役
割
は
、
平
和
を
「
記
憶
す

る
こ
と
」「
発
信
す
る
こ
と
」「
支

援
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、
県

内
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
る
。

　
最
初
の
支
援
国
に
選
ば
れ
た
の

は
、
紛
争
終
結
国
の
中
で
も
比
較

的
情
勢
が
安
定
し
て
い
て
、
多
様

な
復
興
の
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
。
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
05
〜
07
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
と

連
携
し
て
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
復
興
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

１
）」
を
実
施
。
広
島
県
内
の
教

育
委
員
会
、
大
学
、
保
健
所
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
専
門
家
を
シ
ェ
ム

リ
ア
ッ
プ
州
プ
ク
郡
に
派
遣
し
、

小
学
校
の
校
長
・
教
員
に
対
す
る

学
校
経
営
や
教
科
指
導
の
研
修

会
、
児
童
の
健
康
診
断
、
栄
養
調

査
、
健
康
教
育
の
指
導
な
ど
を
行

っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
小
学
校
低
学
年

で
使
用
さ
れ
て
い
る
算
数
教
材
の

一
つ
「
か
ず
の
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
紹

介
。
現
地
で
反
響
が
大
き
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
広
島
県
民
に
不
用
と

な
っ
た
「
か
ず
の
ブ
ロ
ッ
ク
」
の

寄
付
を
呼
び
掛
け
た
結
果
、
１
３

７
１
セ
ッ
ト
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
世
界
の
笑

顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
1

を
通
じ
て
現
地
の
小
学
校
に
贈
ら

れ
、
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

教
員
養
成
校
で

初
等
教
育
の
質
の
向
上
を

　
08
年
か
ら
は
、
フ
ェ
ー
ズ
１
の

経
験
を
も
と
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
フ
ェ
ー
ズ
２
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

と
開
始
、
タ
ケ
オ
州
で
教
育
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

州
の
小
学
校
教
員
養
成
校
に
お
け

る
理
数
科
教
育
の
指
導
力
を
強
化

す
る
た
め
、
養
成
校
で
行
わ
れ
る

授
業
や
、
養
成
校
の
附
属
小
学
校

で
行
わ
れ
る
教
育
実
習
の
質
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
ず
08
年
11
月
と
09
年
２
月
に

現
役
の
指
導
主
事
※
2
や
大
学
教

員
が
現
地
に
赴
き
、
理
数
科
の
指

導
教
官
へ
の
個
別
指
導
、
授
業
研

究
の
導
入
、
教
育
実
習
の
巡
回
指

導
な
ど
を
実
施
し
た
。
今
年
10
月

に
は
、
養
成
校
の
指
導
教
官
を
広

島
県
に
招
き
、
研
修
を
行
う
予
定

だ
。

　
現
地
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る

広
島
大
学
教
育
学
研
究
科
講
師
・

桑
山
尚
司
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
、

養
成
校
の
教
官
の
方
々
に
は
、
授

業
研
究
の
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
じ
教
科
の
教
官
同
士
が
、

授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
相
談
し
合

う
機
会
を
設
け
る
。
そ
し
て
、
授

業
研
究
の
後
に
評
議
会
を
開
き
、

良
か
っ
た
点
や
改
善
点
な
ど
を
話

し
合
う
と
い
う
、
一
連
の
流
れ
を

定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
教
育
実
習
に
関
し
て
は
、
担
当

教
官
に
よ
る
授
業
案
の
確
認
、
事

前
・
事
後
の
指
導
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
が
現
状
。
そ
こ
で
、
授
業
前

後
の
休
み
時
間
な
ど
を
利
用
し
た

指
導
や
、
午
後
の
空
き
時
間
に
養

成
校
の
空
き
教
室
を
開
放
し
て
、

共
同
で
授
業
の
準
備
と
振
り
返
り

が
で
き
る
よ
う
に
提
案
し
た
。

　
「
単
に〝
授
業
の
技
術
〞を
伝
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
教
員
が
互
い

に
学
び
合
う〝
学
校
文
化
〞を
良
い

も
の
だ
と
実
感
し
て
も
ら
い
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
組
織
的
に

継
続
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
り
た
い
」
と
桑
山
さ
ん
は
強
調

す
る
。

　
広
島
県
総
務
局
国
際
課
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
大
西
明
宏

さ
ん
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
支
援

を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
も
多
い
。
そ

の
経
験
を
県
民
に
還
元
し
、
私
た

ち
自
身
も
成
長
で
き
れ
ば
」
と
展

望
を
述
べ
る
。
広
島
県
民
の
平
和

へ
の
思
い
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平

和
を
創
り
出
す〝
種
〞と
な
り
、
現

地
で
花
開
き
つ
つ
あ
る
。

広
島
が
取
り
戻
し
た

平
和
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
世
界

で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た
広
島
。
そ
の
爆
撃
に
よ
り
壊
滅

状
態
に
な
っ
た
都
市
は
、
何
十
年

と
い
う
時
を
経
て
、
地
元
の
人
々

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、
国
内
外
か
ら

の
温
か
い
支
援
に
よ
り
復
興
を
遂

げ
た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
経
験
を

国
際
社
会
に
還
元
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
開
発
途
上
国
を
支

援
し
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
広
島

県
が
２
０
０
３
年
３
月
に
取
り
ま

と
め
た
「
ひ
ろ
し
ま
平
和
貢
献
構

想
」。
被
爆
都
市
で
あ
る
広
島
が

２月、ひろしま国際センター・JICA中国主催の「カンボジアスタ
ディツアー」の参加者が養成校を訪問。国際協力・平和貢献を担
う人材を育てるため、広島県の復興支援プロジェクトを視察した

授業研究の前に、理科の教員同士で授業のシミュレ
ーションを実施。広島県立教育センターの坂本豊専
門家（左から2人目）がアドバイザーとして参加した 広

島
県

面積 8,478 平方キロ、人口約 287 万人。自動車産業、造船業
のほか、農業や漁業も盛ん。県庁所在地の広島市は、第 2 次世
界大戦終結直前に原子爆弾が投下された。当時の惨劇を象徴
する原爆ドームは世界文化遺産にも指定されており、国内外か
ら多くの観光客が訪れる。戦後の復興経験を生かし、県や教
育委員会、大学、経済団体、NGOなどがネットワークをつくっ
て、国際協力に取り組んでいる。

広島県

地域と世界のきずな 第6回 

「広島」といえば、世界の多くの人が「原爆を経験した都市」をイメージするだろう。
しかし長い年月を経て、広島は「平和を発信する都市」として生まれ変わった。
広島県は今、戦後復興の経験を生かし、同じく復興を目指すカンボジアの支援に取り組んでいる。

世界に平和を届けたい
戦後復興を遂げた都市から

広島市

養成校で算数の指導教官と個別面談をする、広島県教育委員会
呉・賀茂教育事務所の田中祐二専門家（中央）

※1 JICAが派遣中のボランティアを通じ、途上国で必要とされている物品を世界各地へ届けるプログラム。詳細は JICAホームページ（http://www.jica.go.jp/partner/smile/）へ。
※2都道府県、市町村の教育委員会に置かれる専門職員。学校運営に関する指導や助言などを行う。

「かずのブロック」を使って勉強する子どもたち

養成校の附属小学校で行われた教
育実習を視察する藤井浩樹・広島
県立広島大学准教授（右から2人目）

ひ
さ
し

つ
く

April  2009    JICA’s World    1819    JICA’s World   April  2009

K100 DIC 2073s P18-P19：地域と世界のきずな



ウ
ガ
ン
ダ
と
の

交
流
か
ら

学
ん
だ
こ
と

さ
い
た
ま
市
立
常
盤
小
学
校
の
6
年
生
が
、

ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
小
学
校
で
活
動
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
の
交
流
を
通
し
、

世
界
の
広
さ
、
異
な
る
環
境
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
。

彼
ら
は
何
を
学
び
、
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

（右）ウガンダとの交流を通して6年生が成長する姿を見守ってきた
別所先生。「交流は、『考える』ための授業を行う上でも大事な役割
を果たした」と話す
（上）体育の授業をする河地さん。ビクトリア小学校では、先生同士
が指導法を学び合う授業研究会や、学校に寄宿するエイズ孤児へ
の生活指導も行った

本
当
の「
学
び
」を
教
え
て
く

れ
た
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
の
便
り

　
「
オ
リ
ア
チ
ャ
？
（
元
気
？
）」

　
「
ウ
ェ
バ
レ
ニ
ョ
（
あ
り
が
と
う
）」

　
埼
玉
県
庁
に
程
近
い
常
盤
小
学
校

6
年
生
の
教
室
の
壁
に
は
、
ウ
ガ
ン

ダ
の
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
張
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
横
に
は
、
子
ど
も
た
ち

と
笑
う
一
人
の
青
年
海
外
協
力
隊
員

の
写
真
が
並
ぶ
。

　
「
こ
れ
は
、
常
盤
小
学
校
の
6
年
生

と
あ
る
協
力
隊
員
と
の
交
流
の
印
で

す
」
と
別
所
純
子
先
生
が
紹
介
し
て

く
れ
た
。
そ
の
隊
員
と
は
、
さ
い
た

ま
市
立
大
宮
小
学
校
教
員
の
河
地
洋

明
さ
ん
。
以
前
か
ら
別
所
先
生
と
親

交
が
あ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
現
職
教
員
特

別
参
加
制
度
※
を
利
用
し
て
２
０
０

７
年
６
月
か
ら
09
年
３
月
ま
で
ウ
ガ

ン
ダ
で
活
動
し
た
。「
ア
フ
リ
カ
で
子

ど
も
た
ち
を
教
え
た
い
」
と
い
う
学

生
時
代
か
ら
の
夢
を
か
な
え
、
ム
コ

ノ
県
チ
テ
ィ
ゴ
マ
村
の
ビ
ク
ト
リ
ア

小
学
校
で
、
算
数
や
体
育
を
教
え
た

り
、
教
員
の
指
導
法
に
つ
い
て
の
助

言
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
河
地
さ
ん
は
、
大
宮
小
学
校
と
、

ウ
ガ
ン
ダ
行
き
を
応
援
し
て
く
れ
た

別
所
先
生
の
い
る
常
盤
小
学
校
の
6

年
生
に
、「
現
地
の
暮
ら
し
や
子
ど
も

た
ち
の
様
子
、
自
分
の
活
動
か
ら
何

か
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
08
年
4

月
か
ら
毎
月
「
ウ
ガ
ン
ダ
通
信
」
を

送
っ
た
。「
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
、

紙
面
を
通
じ
て
両
国
の
子
ど
も
た
ち

が
交
流
し
た
り
、
ウ
ガ
ン
ダ
に
い
る

こ
と
を
疑
似
体
験
で
き
た
り
、
参
加

し
な
が
ら
国
際
理
解
が
深
め
ら
れ
る

よ
う
な
内
容
を
心
掛
け
た
」。
遠
い
国

か
ら
届
く
珍
し
い
便
り
と
あ
っ
て
6

年
生
た
ち
の
反
応
は
良
く
、
感
想
を

返
送
す
る
な
ど
、
活
発
な
や
り
と
り

が
続
い
た
。

　
ビ
ク
ト
リ
ア
小
学
校
で
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も

が
多
く
、
生
活
も
貧
し
い
。
校
舎
は

ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
電
気
も
通
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
も
、
勉
強
で
き
る
こ
と
を
喜

ぶ
彼
ら
の
笑
顔
は
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
心
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。

「
受
験
や
偏
差
値
の
た
め
の
学
習
に
と

ら
わ
れ
て
い
た
６
年
生
が
、
河
地
先

生
か
ら
届
く
生
き
た
情
報
に
よ
っ
て
、

本
当
の
『
学
び
』
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
別
所
先
生
は
話
す
。

夏
休
み
に
は
、
別
所
先
生
が
「
み
ん

な
の
代
表
」
と
し
て
現
地
を
訪
問
し

た
こ
と
で
、
児
童
た
ち
に
は
ウ
ガ
ン

ダ
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
っ
た
。

「
広
い
世
界
へ
の
想
像
力
」と

「
人
を
思
う
心
」を

　
08
年
秋
か
ら
は
、
今
度
は
児
童
た

ち
が
力
を
合
わ
せ
て
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
動
き
始
め
た
。

そ
の
こ
ろ
、
資
金
的
な
理
由
で
存
続

の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
ビ
ク
ト
リ
ア

小
学
校
を
守
ろ
う
と
、
河
地
さ
ん
と

子
ど
も
た
ち
が
、
資
金
づ
く
り
の
た

め
、
現
地
特
有
の
ビ
ー
ズ
を
生
か
し

た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
常
盤
小
学
校
の
児
童

た
ち
は
、
現
地
か
ら
約
４
０
０
本
も

の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
送
っ
て
も
ら
い
、

学
校
で
の
バ
ザ
ー
や
、
さ
い
た
ま
市

が
主
催
す
る
小
学
生
の
た
め
の
起
業

家
体
験
事
業
の
場
な
ど
で
販
売
。
見

事
完
売
し
、
そ
の
利
益
を
現
地
に
届

け
た
。
こ
う
し
た
支
援
の
お
か
げ
で
、

ビ
ク
ト
リ
ア
小
学
校
は
危
機
を
免
れ
、

校
舎
の
修
復
も
で
き
た
。
き
れ
い
に

な
っ
た
校
舎
と
う
れ
し
そ
う
な
子
ど

も
た
ち
の
様
子
に
、
常
盤
小
学
校
の

6
年
生
も
大
喜
び
だ
っ
た
。

　
別
所
先
生
は
「
ビ
ク
ト
リ
ア
小
学

校
と
の
1
年
間
の
交
流
を
通
し
、
モ

ノ
が
豊
か
な
生
活
の
中
で
忘
れ
が
ち

な
大
切
な
こ
と
に
、
6
年
生
た
ち
は

気
付
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、『
今

あ
る
も
の
に
感
謝
す
る
気
持
ち
』
や

『
人
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
や

る
気
持
ち
』。
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど
も
た

ち
が
、『
モ
ノ
が
あ
る
＝
幸
せ
』
で
は

な
い
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
ほ

ほ
え
む
。

　
2
月
中
旬
、
常
盤
小
学
校
で
は
、

「
世
界
の
平
和
と
日
本
の
役
割
」
を
学

ぶ
社
会
科
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

「
貧
困
」「
エ
イ
ズ
」「
紛
争
」「
地
球

温
暖
化
」…
。
世
界
各
地
で
起
き
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、「
今
は

ま
だ
力
が
足
り
な
い
け
れ
ど
、
飢
え

や
病
気
に
苦
し
む
人
々
が
い
る
と『
心

に
思
う
』
こ
と
が
ま
ず
は
大
事
だ
と

思
う
」
と
一
人
の
児
童
が
言
っ
た
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
と
の
交
流
か
ら
「
広
い

世
界
へ
の
想
像
力
」と「
人
を
思
う
心
」

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
常
盤
小
学
校
6

年
生
た
ち
。
中
に
は
、
い
つ
か
河
地

さ
ん
の
よ
う
に
協
力
隊
と
し
て
活
躍

し
た
い
と
い
う
児
童
も
多
い
。
彼
ら

が
世
界
に
羽
ば
た
く
日
が
楽
し
み
だ
。

※
公
立
学
校
や
国
立
大
学
付
属
学
校
の
教
員
が
、

現
職
の
身
分
を
保
持
し
た
ま
ま
青
年
海
外
協
力
隊

に
参
加
で
き
る
制
度
。

地
球
号
の

子
ど
も
た
ち

第
6
回

学校のバザーで、ウガンダから届いた
携帯ストラップを販売する6年生たち

夏休みにウガンダの河地さんを訪ねた別
所先生。「人と人とのきずなの強さや、

今あるものに感謝できる精神的な豊かさ
があった」

常盤小学校の廊下に張られた「ウガンダ通信」。

河地さんは、ほかの隊員の活動も紹介してくれた

と
き
わ

か
わ

ち

ひ
ろ

あ
き
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スリランカ

インド

コロンボ ラトナプラ

　
「
今
度
、大
き
な
発
表
会
を
す
る
の

で
、そ
の
練
習
を
し
て
い
る
ん
で
す
」

　
小
さ
な
託
児
所
の
中
で
、横
一
列

に
並
ん
だ
4
、5
歳
の
子
ど
も
た
ち

が
、手
や
体
を
精
い
っ
ぱ
い
動
か
し

な
が
ら
、外
に
ま
で
響
き
渡
る
元
気

な
声
で
歌
う
。
教
室
の
隅
に
は
、発

表
会
で
展
示
す
る
折
り
紙
や
絵
が

た
く
さ
ん
置
か
れ
て
い
る
。
当
た

り
前
の
よ
う
な
幼
児
教
育
の
現
場

だ
が
、こ
こ
で
は
今
ま
で
発
表
会
な

ど
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　
い
や
、
発
表
会
ど
こ
ろ
か
、
酒

井
さ
ん
が
初
め
て
訪
れ
た
と
き
は
、

生
後
3
カ
月
か
ら
5
歳
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
30

〜
60
人
を
、
た
っ
た
1
人
の
保
育

士
と
1
人
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
担

当
し
、
薄
暗
い
部
屋
で
、「
ぼ
ー
っ

と
た
だ
座
っ
て
い
る
だ
け
」
の
子

ど
も
た
ち
が
い
た
。
そ
れ
は
、
年

齢
ご
と
に
ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
、

乳
児
2
人
に
1
人
の
保
育
士
が
寄

り
添
う
日
本
の
ス
タ
イ
ル
と
比
較

す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
放
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
と
い
う
。

　
保
育
士
の
知
識
や
技
術
、
衛
生

問
題
な
ど
、
改
善
し
た
い
点
は
山

ほ
ど
あ
っ
た
が
、広
大
な
農
園
内
は

移
動
手
段
が
な
い
上
に
、９
つ
も
の

託
児
所
が
あ
り
、
ど
こ
も
同
じ
よ

う
な
状
況
。
そ
こ
で
、
各
託
児
所

の
保
育
士
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
月

１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ

と
に
し
た
。
こ
れ
は
、
ほ
か
の
託

児
所
の
様
子
な
ど
知
る
す
べ
も
な

か
っ
た
保
育
士
た
ち
に
と
っ
て
も
、

良
い
研
修
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
や
、
子
ど
も
た
ち
が
ぼ
ー
っ

と
座
っ
て
い
る
時
間
な
ど
な
く
な

っ
た
。
折
り
紙
の
時
間
に
な
る
と
、

「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
先
生
）、テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
」
と
、
方
々
か
ら
元
気
な

声
で
呼
ば
れ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
」
の
酒
井
さ
ん
。
次
々

と
新
聞
紙
を
正
方
形
に
切
っ
て
配

り
、
一
緒
に
折
り
紙
を
折
り
、「
上

手
に
で
き
た
ね
！
」
と
満
面
の
笑

み
で
褒
め
る
。
農
園
労
働
者
の
子

ど
も
た
ち
が
話
す
タ
ミ
ル
語
で
の

意
思
疎
通
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、

そ
れ
で
も
彼
ら
は
、
遊
び
の
楽
し

さ
を
ど
ん
ど
ん
覚
え
て
い
く
。

　
「
歌
や
手
遊
び
、
折
り
紙
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
家
で
も
歌
い
な
が
ら

折
り
紙
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

先
生
も
、
子
ど
も
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
自
慢
す
る
よ
う
に
な
っ
た

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
毎
回
全

員
出
席
。
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
」

　
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
保
育

士
た
ち
の
成
長
ぶ
り
が
何
よ
り
の

成
果
だ
。
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

も
始
め
、
閉
鎖
的
な
農
園
の
中
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
の
世
界
が
、
少

し
ず
つ
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が「
楽

し
い
」「
う
れ
し
い
」
と
思
え
る
よ

う
に
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
愛
情

を
与
え
て
い
き
た
い
。
彼
女
自
身

の
笑
顔
に
は
、
そ
ん
な
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席
で

揺
ら
れ
な
が
ら
、
山
の
斜
面
に
見

渡
す
限
り
広
が
る
茶
畑
の
中
を
行

く
。
車
窓
か
ら
は
、
茶
摘
み
や
農

薬
散
布
な
ど
の
仕
事
を
す
る
労
働

者
た
ち
の
、
小
さ
な
貧
し
い
集
落

が
時
折
見
え
る
。
こ
れ
が
、
ス
リ

ラ
ン
カ
南
部
の
町
ラ
ト
ナ
プ
ラ
に

あ
る
大
規
模
紅
茶
農
園
内
の
託
児

所
で
、
保
育
支
援
活
動
を
す
る
青

年
海
外
協
力
隊
員
・
酒
井
智
帆
さ

ん
の
朝
の
風
景
だ
。
２
０
０
７
年

9
月
か
ら
農
園
の
住
人
と
な
っ
た

彼
女
は
、
茶
葉
を
運
搬
す
る
ト
ラ

ッ
ク
で
託
児
所
へ
通
う
生
活
を
続

け
て
初
め
て
、
こ
こ
が
閉
鎖
的
な

世
界
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
セ
イ
ロ
ン
テ
ィ
ー
と
い
え
ば
、

世
界
的
に
も
有
名
な
高
品
質
の
紅

茶
だ
が
、
労
働
者
は
イ
ギ
リ
ス
植

民
地
時
代
に
イ
ン
ド
か
ら
移
住
し

た
タ
ミ
ル
人
で
占
め
ら
れ
、
安
価

な
労
働
力
と
し
て
隷
属
的
な
扱
い

を
受
け
て
き
た
。
現
在
は
企
業
が

農
園
を
経
営
し
て
い
る
が
、
手
作

業
の
多
い
茶
畑
で
の
過
酷
な
労
働

や
、
広
大
な
農
園
の
中
だ
け
で
過

ご
す
労
働
者
の
毎
日
は
、
今
も
変

わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
「
ハ

プ
ガ
ス
タ
ン
エ
ス
テ
ー
ト
」
で
は
、

酒
井
さ
ん
の
保
育
支
援
に
よ
り
、

う
れ
し
い
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

紅
茶
農
園
の
過
酷
な
労
働

子
ど
も
た
ち
も
保
育
士
も

楽
し
い
託
児
所
に

「
紅
茶
農
園
の
子
ど
も
た
ち
に

　
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
愛
情
を
」

セイロンティーの産地、スリランカの紅茶農園内の託児所で保育支援活動に携わる酒井智帆さん。
貧しい農園労働者の子どもたちに笑顔と愛情を届けようと奮闘している。 

1980 年愛知県出身。大学卒業後、一般企業に
勤めた後、愛知県の児童養護施設で、家庭での
生活が困難な子どもたちの養育に携わる。この
経験を生かして、青年海外協力隊員としても孤
児院などでの活動を当初は望んだが、スリラン
カの紅茶農園内の託児所という特殊な環境に
興味を持ち、2007年 9月から2年間の予定で、
保育士へ保育全般についての知識や技術の助
言・支援活動を行う。

P R O F I L E

酒井智帆 さかい・ちほ

第
6
回

酒井智帆さん

青年海外協力隊

Sakai Chiho

託児所の近くの計量所に収穫した茶葉を運んできた母親たち

保育士たちも絵本の読み聞かせに慣れてきた

「大きな栗の木の下で」を練習する子どもたち。発表会には保護者や農園のマネージャーも
招待した

折り紙は酒井さんが教えた遊び。さまざまな遊びを通して、地元の保育士たちにも笑顔と愛情
の大切さを伝えたい

「ジャパンティーチャーはいろんなことを教えてくれる」と、託児所に通う子どもたちが増えた

文・写真＝谷本 美加（写真家）広大な農園では輸出用の紅茶を生産している
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セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
時
期
は
毎
年
６
〜
９
月
。
夏
休
み
の
課

題
と
し
て
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
募
集
で
は
、
７
万
５
０
１
０
点
（
中

学
生
の
部
５
万
１
４
９
３
点
、
高
校
生
の
部

２
万
３
５
１
７
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
力
作

ぞ
ろ
い
で
し
た
。
毎
年
、上
位
入
賞
者
に
は
、

途
上
国
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

を
視
察
す
る
研
修
旅
行
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、東
京
・
広
尾
の「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球

ひ
ろ
ば
」
で
は
、
社
会
見
学
や
修
学
旅
行

な
ど
で
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
館
内
ツ

ア
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
、
名

古
屋
に
も
地
球
ひ
ろ
ば
が
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
全
国
17
カ
所
に
国
内
機

関
が
あ
り
ま
す
。
国
際
理
解
教
育
に
興
味

の
あ
る
先
生
方
、
ま
ず
は
最
寄
り
の
国
内

機
関
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
国
際

協
力
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

A

に聞きたい！

JICA
学校で国際協力を学ぶために、
JICAはどんなプログラムを
用意していますか？

　
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
身

近
な
と
こ
ろ
で
国
際
協
力
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
力
を
入
れ
て

い
る
事
業
の
一
つ
が
、
未
来
の
国
際
協
力

を
担
う
小
中
高
生
を
育
成
す
る
た
め
の
「
国

際
理
解
教
育
」
で
す
。

　
代
表
的
な
も
の
は
、
青
年
海
外
協
力
隊

や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ

Ｇ
に
よ
る
「
国
際
協
力
出
前
講
座
」
で
す
。

内
容
は
、世
界
の
現
状
や
民
族
衣
装
の
紹
介
、

歌
や
ク
イ
ズ
を
盛
り
込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
各
学
校
、
先
生
の

要
望
に
応
じ
て
、
開
発
途
上
国
で
の
生
活

を
体
験
し
た
元
隊
員
ら
が
、
国
際
協
力
の

現
場
の
生
の
声
を
伝
え
て
い
ま
す
。
参
加

し
た
小
学
生
か
ら
は
「
平
和
と
は
、
貧
し

く
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
笑
っ
て
毎
日
が

過
ご
せ
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
感

想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
生
た
ち
が
国
際
理
解
教
育
の

授
業
で
活
用
で
き
る
補
助
教
材
も
作
成
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
３
月
に
改
訂
版
が

出
さ
れ
た
小
冊
子
「
学
校
に
行
き
た
い
！
」

で
は
、
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の

現
状
や
国
際
協
力
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
入

り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
ぼ
く
ら
地
球
調

査
隊
」と
い
う
子
ど
も
用
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

水
問
題
、砂
漠
化
、児
童
兵
な
ど
の
問
題
を
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
協
力
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

全
国
の
中
高
生
を
対
象
に
「
国
際
協
力
エ
ッ

川合優子
「国際協力を通じて、日本の子どもたちに、

視野を広げてほしいと思っています」

JICA地球ひろば職員

生徒たちも参加しながら楽しめる国際協力出前講座

JICAが制作した壁新聞。
マンガで読めるので子どもたちにも分かりやすい

高校時代、青年海外協力隊の
活動を知りJICAに興味を持つ。
大学では法律学専攻。2006年
入構。07年5月より現職。

PROF I L E

「国際協力を日本の文化に」をモット－に掲げるJICAは、
全国の小中高生が国際協力を学べるよう、多彩なプログラムを用意している。

〒150-0012 東京都渋谷区広尾4-2-24
TEL：03-3400-7278（代表）
開館時間（月曜休館）：
交流ゾーン：火～日9時半～21時半 
体験ゾーン：火～金10時～20時
　　　　　　土日祝日10時～18時
ぼくら地球調査隊：http://www.jica.go.jp/kids/
JICAの国内機関の連絡先はホームページ（http://
www.jica.go.jp/）でご確認ください。

JICA地球ひろば
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03JICA地球ひろば
「人間の安全保障展」開催

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
体
験
ゾ
ー

ン
で
は
、
５
月
31
日
ま
で
、
人
間
の

安
全
保
障
展
「
世
界
の
幸
せ
と
悲
し

み
〜
今
、
世
界
が
抱
え
る
問
題
と
向

き
合
う
〜
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
中
、
保
健
分
野
に
関
す
る

連
続
セ
ミ
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

●「
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
マ
ラ
リ
ア
対
策

〜
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ（
コ
ザ
ン
＝
住
民
に

よ
る
保
健
委
員
会
）と
と
も
に
〜
」　

日
時　
４
月
８
日（
水
）18
時
半
〜
20
時

講
師　
國
枝
美
佳
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ニ
ジ

ェ
ー
ル
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
短
期
専
門
家

●「
感
染
症
か
ら
貧
し
い
人
々
を
救

え
！ 

〜
見
え
な
い
脅
威
、中
米
シ
ャ

ー
ガ
ス
病
へ
の
取
り
組
み
と
人
間
の

安
全
保
障
〜
」　　
　
　
　
　
　
　

日
時　
４
月
19
日（
日
）14
時
〜
16
時

講
師　
山
内
志
乃
・
元
青
年
海
外
協

力
隊
員
、小
田
遼
太
郎
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
人

間
開
発
部
職
員

●「
生
命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
〜
パ
レ
ス

チ
ナ
の
母
子
健
康
手
帳
〜
」

日
時　
５
月
15
日（
金
）18
時
半
〜
20
時

講
師　
萩
原
明
子
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際

協
力
専
門
員

会
場　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば（
東

京
都
渋
谷
区
）

開
館
時
間　
10
時
〜
20
時（
土
・
日
・

祝
日
は
18
時
ま
で
。月
曜
日
休
館
）

問
・
申
込　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

地
球
案
内
デ
ス
ク

T
E
L　

0120-767278
02

「甘楽富岡国際農村フォーラム」を開催
　
農
業
が
盛
ん
な
群
馬
県
甘
楽
富
岡

地
域
で
技
術
研
修
を
受
け
た
後
、
開

発
途
上
国
に
赴
い
て
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
だ
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
活

動
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の

農
村
の
国
際
協
力
の
在
り
方
を
考
え

る
「
甘
楽
富
岡
国
際
農
村
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
、
2
月
21
日
に
甘
楽
町
で
開

催
さ
れ
た（﹇
特
活
﹈自
然
塾
寺
子
屋
・

甘
楽
富
岡
農
村
大
学
校
主
催
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
共
催
）。
住
民
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関

係
者
ら
80
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　
同
地
域
で
は
２
０
０
３
年
よ
り
、

地
元
農
家
の
協
力
を
得
て
、
途
上
国

の
研
修
員
や
青
年
海
外
協
力
隊
候
補

生
を
対
象
と
す
る
農
業
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。
08
年
9
月
に
は
、
地
元

農
家
が
中
心
と
な
り
甘
楽
富
岡
農
村

大
学
校
が
発
足
、
国
際
協
力
を
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
今
回
、
帰
国
報
告
を
行
っ
た
の
は
、

06
年
に
6
カ
月
に
わ
た
り
農
家
の
も

と
で
研
修
を
受
け
た
後
、
途
上
国
で

野
菜
栽
培
の
支
援
に
当
た
っ
た
隊
員

6
人
。
そ
れ
ぞ
れ
現
地
で
の
活
動
と

甘
楽
富
岡
で
の
研
修
が
ど
う
役
立
っ

た
か
を
報
告
し
た
。

　
そ
の
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
技
術

顧
問
の
亘
純
吉
・
駒
沢
女
子
大
学
教

授
、
白
石
義
行
・
甘
楽
富
岡
農
村
大

学
校
長
、
群
馬
県
の
清
水
千
鶴
・
普

及
指
導
員
、
富
岡
市
出
身
の
加
瀬
晴

子
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
職
員
が
、

日
本
の
農
村
の
経
験
を
生
か
し
た
国

際
協
力
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
会
場

か
ら
も
多
く
の
発
言
が
あ
り
、「
人

づ
く
り
に
協
力
で
き
る
の
は
と
て
も

う
れ
し
い
し
楽
し
い
」「
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
日
本
の
農
業
や
農
村
の

活
性
化
に
、
帰
国
し
た
隊
員
を
活
用

で
き
る
仕
組
み
を
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
た
。

01教育分野の国際協力に関するシンポジウム開催
　
１
月
31
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
開
発
途
上
国
に
お
け
る
授
業
研
究

－

教
師
と
子
ど
も
の
変
容
か
ら
見
る
成

果
と
課
題

－

」
が
開
催
さ
れ
、
学
校

関
係
者
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
に
よ
る
ボ
リ
ビ
ア

の
「
学
校
教
育
の
質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
ザ
ン
ビ
ア
の
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
授
業
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
事
例
の
紹
介
を
も
と
に
、
日
本
特

有
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
「
授
業
研

究
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
日
本
の
授
業
研
究
が
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
よ
っ
て
途
上
国
に

伝
わ
り
、
国
ご
と
に
模
索
し
な
が
ら

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
３
月
14
日
に
は
、
教
育
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
主
催
、（
財
）
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ

ア
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
「
教
育

に
お
け
る
格
差
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

－

Ｅ

Ｆ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｆ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
ユ
ス
フ
・
サ
イ

ー
ド
氏
の
発
表
で
は
、
教
育
格
差
是

正
・
質
の
向
上
に
果
た
す
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
役
割
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

そ
の
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で

実
施
し
て
い
る
「
み
ん
な
の
学
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、（
特
活
）Ａ
Ｃ
Ｅ
が
イ

ン
ド
で
行
っ
て
い
る
「
子
ど
も
に
や

さ
し
い
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動

が
紹
介
さ
れ
、
学
校
現
場
で
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

JICA UPDATE

1月31日のシンポジウムでのパネルディスカッ
ションの様子。多くの参加者が耳を傾けた

かん ら とみ おか

わ
た
り

い
の
ち

し
ろ
い
し
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１
９
６
０
〜
7
0
年
代
の
公
害
、
70
〜
80
年
代
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
不
足
、
80
〜
90
年
代
の
生
物
多
様

性
の
消
失
、
そ
し
て
現
在
の
地
球
温
暖
化
。
環
境
問

題
へ
の
国
際
的
関
心
は
時
代
ご
と
に
変
化
し
、
常
に

経
済
開
発
と
表
裏
一
体
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

中
で
国
際
社
会
が
推
進
す
る
「
持
続
可
能
な
開
発
」

や
「
開
発
と
環
境
の
調
和
」
な
ど
に
は
、
自
然
と
隣

り
合
わ
せ
に
生
き
る
村
落
住
民
の
視
点
が
欠
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
そ
う
し
た
意
見
を
持
つ

編
者
と
10
人
の
著
者
が
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

南
米
、
日
本
を
事
例
に
、
村
落
住
民
の
目
線
に
立
っ

た
開
発
と
環
境
保
全
の
在
り
方
を
考
察
す
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
緒
方
貞
子
理
事
長
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
福
留
功

男
氏
の
推
薦
の
一
冊
。

草
野
孝
久
編
／
古
今
書
院
／
２
９
４
０
円（
税
込
）

『
村
落
開
発
と
環
境
保
全

－

住
民
の
目
線
で
考
え
る

－

』

詳細は34
ページへ

この本を
プレゼント！

映画「子どもの情景」より

アフガニスタンは、もう30年も多数の勢
力が争いを繰り返していて、戦争を断ち切
ることが難しい複雑な国だ。この映画は、
タリバンが破壊した巨大石仏像があるバ
ーミヤンを舞台に、小女バクタイを通して
アフガニスタンの子どもの願いと姿を描
いた作品。ある朝、隣のアッバス少年のよ
うにノートを持って学校で「クルミの木の
下で眠る男」の話を学びたいとバクタイ
は一途に走り出す。卵、ノート、口紅で始
まった一日は、次第に倒錯した戦争ごっ
こに巻き込まれていく。出演は現地の子
どもたち。（文＝高倍宣義）
2007年／イラン＝フランス合作／81分
監督：ハナ・マフマルバフ
出演：ニクバクト・ノルーズ、アッバス・アリジョメ
公開：4月18日より東京・岩波ホールにて
URL：http://kodomo.cinemacafe.net/

戦争と暮らす子どもの願い
「子どもの情景」

詳細は34
ページへ

この本を
プレゼント！

トークイベント＆写真展

周辺8カ国を巻き込み、540万人ともいわ
れる死者を生んだアフリカ・コンゴ民主共
和国の紛争。今も続く現代のこの悲劇
は、なぜ世界には届かないのか。遠く離れ
た私たちに何ができるのか。現場を歩いた
カメラマンの久野武志氏と紛争研究者の
ヴァージル・ホーキンス大阪大学助教が
現状を伝える。写真展を同時開催。
日時：4月17日（金）18時～20時（写真展は4月13
～20日）
会場：大阪大学豊中キャンパス懐徳堂 多目的スタ
ジオ（大阪府豊中市）
参加費：無料
問・申込：大阪大学グローバルコラボレーションセ
ンター（GLOCOL）
TEL：06-6879-4442
Email：jimu@glocol.osaka-u.ac.jp

「コンゴ民主共和国
～無視され続ける世界最大の紛争」

©Kuno Takeshi

『
国
家
の
仮
面
が
剥
が
さ
れ
る
と
き

南
ア
フ
リ
カ「
真
実
和
解
委
員
会
」の
記
録
』

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
に
よ
り
人
種
差
別
が
行
わ
れ

て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
。「
南
ア
フ
リ
カ
真
実
和

解
委
員
会
」は
、
激
し
い
虐
殺
と
人
権
侵
害
が
繰
り
返

さ
れ
た
過
去
の
真
実
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
の
和
解

へ
と
続
く
処
方
せ
ん
を
描
く
た
め
１
９
９
５
年
に
設

置
さ
れ
た
。委
員
会
で
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
つ
く

り
出
し
、そ
の
実
行
に
加
担
し
た
者
の
み
な
ら
ず
、人

権
侵
害
を
犯
し
た
す
べ
て
の
者
を
対
象
と
し
た
こ
と

か
ら
国
内
外
で
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。し

か
し
最
終
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
て
か
ら
10
年
、
新

し
い
国
へ
と
導
い
た
委
員
会
は
世
界
中
の
紛
争
終
結

国
か
ら
高
い
関
心
を
集
め
る
。本
書
は
委
員
会
の
副

委
員
長
を
務
め
た
著
者
が
内
側
か
ら
見
た
そ
の
活
動

の
記
録
。訳
者
は
、
ア
フ
リ
カ
で
長
年
国
際
協
力
に
携

わ
っ
て
き
た
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
。

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ボ
レ
イ
ン 

著
、
下
村
則
夫 

訳
／
第
三
書
館
／
２
６

２
５
円（
税
込
）

本書をご希望の方は、翻訳者（nshmmr@ymail.plala.or.jp）にEメール
でお申し込みいただければ、税・送料は翻訳者の負担でお送りします。

新
着
情
報
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世
界
最
大
の
熱
帯
林
が
広
が
る

ア
マ
ゾ
ン
。
貴
重
な
森
が
急
速
に
失

わ
れ
て
い
く
中
で
、
森
を
つ
く
り
守

る
と
い
う「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
多
様
な
生

態
系
を
生
か
し
、
人
々
が
自
然
と

と
も
に
暮
ら
す
里
山
づ
く
り
の
よ

う
な
熱
帯
農
林
業
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル

に
移
住
し
た
日
本
人
や
日
系
人
が

培
っ
た
知
識
・
技
術
が
、
奥
地
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
聞
い
て
現

地
を
訪
ね
た
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
飛
行
機
を
乗
り

継
い
で
７
時
間
、
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の

町
マ
カ
パ
に
飛
び
、
さ
ら
に
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
で
大
河
と
マ
ラ
カ
川
支
流
を

さ
か
の
ぼ
る
。
森
を
く
り
ぬ
い
た
よ

う
な
空
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が

育
っ
て
い
た
。
バ
ナ
ナ
、
カ
カ
オ
、

ア
サ
イ
ー
、
ク
プ
ア
ス
な
ど
の
熱
帯

果
樹
、
ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

コ
シ
ョ
ウ
、
そ
れ
に
建
材
や
薬
用
に

な
る
木
々
。
植
え
ら
れ
て
か
ら
２

年
が
た
つ
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

の
畑
だ
。
ア
マ
ゾ
ン
の
雨
期
に
は
川

の
水
が
増
し
て
氾
濫
す
る
。
そ
の

肥
沃
な
氾
濫
原
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
。
多
様
性
を
保
ち
、
農
薬
や

化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
作
物
を
生

産
し
な
が
ら
樹
木
を
育
て
る
プ
ロ

ジェク
ト
の
一
環
だ
。

　
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
は
先
住

民
な
ど
が
伝
統
的
に
行
っ
て
い
た

が
、
植
物
を
混
植
し
た
り
植
林
や

養
殖
を
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
、

時
代
に
見
合
う
持
続
可
能
な
土
地

利
用
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
日
本
人
移
住
地
と
し
て

ア
マ
ゾ
ン
の

里
山
づ
く
り

﹇
ブ
ラ
ジ
ル
﹈

永
武 

ひ
か
る

文・写
真=

7

は
ん
ら
ん

ひ  

よ
く

アマゾン河口マラカ川流域の村。人々は主に木材やヤシ科アサイーの収穫で生計を立て、森と川の恵みに頼るシンプルな暮らしだ。川岸に近い森では商業的価値
のある大木は大半が伐採され、植林が必要とされている



知
ら
れ
る
パ
ラ
州
ト
メ
ア
ス
ー
の
試

み
が
先
駆
的
で
、
こ
の
畑
で
も
ト
メ

ア
ス
ー
の
専
門
家
の
高
松
寿
彦
さ
ん

が
苗
を
植
え
て
村
人
に
指
導
、
氾

濫
原
の
豊
か
さ
を
絶
賛
し
て
い
る
。

　

飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
奥
地
の
町
マ
ニ
コ
レ
へ
飛
び
、支

流
の
マ
デ
イ
ラ
川
を
船
で
下
る
。こ

の
地
方
に
も
ト
メ
ア
ス
ー
か
ら
日
系

人
の
専
門
家
が
指
導
に
訪
れ
た
。

川
岸
の
村
で
は
畑
を
耕
し
魚
を
捕

る
自
給
自
足
に
近
い
暮
ら
し
が
営

ま
れ
て
い
る
。こ
こ
で
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
の
計
画
を
進
め
て
い
る
の

は
、
ジ
ェニ
パッ
ポ
村
出
身
の
ジ
ル
ソ

ン
さ
ん
。
町
の
公
務
員
の
職
を
得

た
が
、
将
来
の
展
望
が
見
え
ず
、
現

在
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

く
。

　

村
の
前
を
流
れ
る
マ
デ
イ
ラ
川
で

は
砂
金
が
取
れ
る
。
金
採
掘
歩
合

制
の
労
働
者
で
も
当
た
れ
ば
相
当

な
収
入
が
得
ら
れ
る
が
、
ジ
ル
ソ
ン

さ
ん
が
採
掘
よ
り〝
森
の
畑
〞に
取

り
組
む
の
は
、
２
０
０
８
年
に
ト
メ

ア
ス
ー
で
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の

研
修
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
、
将
来
に
展
望
を
見
い
だ
し
た

か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
で
は
カ
カ
オ
や

ス
イ
カ
が
栽
培
さ
れ
、
油
や
ゴ
ム
が

取
れ
る
木
、
ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
果
樹

が
自
生
す
る
。

　

今
世
紀
後
半
に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の

森
の
40
％
が
消
失
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
、

日
本
人
も
無
縁
で
な
い
。
今
年
は

日
本
人
が
ア
マ
ゾ
ン
に
移
住
し
て
80

周
年
。
森
を
切
り
開
い
た
時
代
か

ら
森
を
つ
く
り
守
る
時
代
へ
、
里
山

を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
森
の
畑

が
希
望
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
た
い
。

ほ
う
ふ
つ

マラカ川流域の試験的なアグロフォレストリーの畑を案内してくれたプロジェクトスタッフの日系2世エジムンド・ワタナベさん。畑は近くに住む村人が手入れをしている。肥
沃な大地で木々が育ち、森の畑になるのが楽しみだ

JICAのマラカ川流域の森林資源持続的利用計画では、川岸の住民が持続的に森林資源を活用できるよう支援している。適切なチェーンソーの使い方や木の切り出し方
の研修を受ける村人たち日本人移住地のパラ州トメアスーはアグロフォレストリ

ーの先駆的な地域。その“パイオニア”である故・坂口
陞さんの森の畑の入口。奥には原生林が残されている

ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
都
市
ベ
レ
ン
の
ア
サ
イ
ー
市
場
。夜
明
け
前
か
ら
、大
量
の
ア
サ
イ
ー
と

人
が
行
き
交
う

アマゾン原産の植物アサイー。栄養価が
高く、世界的に需要が増えており、自然林
や混生林などの管理が求められている

のぼる
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の
マ
デ
イ
ラ
川
を
船
で
下
る
。こ

の
地
方
に
も
ト
メ
ア
ス
ー
か
ら
日
系

人
の
専
門
家
が
指
導
に
訪
れ
た
。

川
岸
の
村
で
は
畑
を
耕
し
魚
を
捕

る
自
給
自
足
に
近
い
暮
ら
し
が
営

ま
れ
て
い
る
。こ
こ
で
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
の
計
画
を
進
め
て
い
る
の

は
、
ジ
ェニ
パッ
ポ
村
出
身
の
ジ
ル
ソ

ン
さ
ん
。
町
の
公
務
員
の
職
を
得

た
が
、
将
来
の
展
望
が
見
え
ず
、
現

在
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働

く
。

　

村
の
前
を
流
れ
る
マ
デ
イ
ラ
川
で

は
砂
金
が
取
れ
る
。
金
採
掘
歩
合

制
の
労
働
者
で
も
当
た
れ
ば
相
当

な
収
入
が
得
ら
れ
る
が
、
ジ
ル
ソ
ン

さ
ん
が
採
掘
よ
り〝
森
の
畑
〞に
取

り
組
む
の
は
、
２
０
０
８
年
に
ト
メ

ア
ス
ー
で
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の

研
修
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
、
将
来
に
展
望
を
見
い
だ
し
た

か
ら
だ
ろ
う
。
地
域
で
は
カ
カ
オ
や

ス
イ
カ
が
栽
培
さ
れ
、
油
や
ゴ
ム
が

取
れ
る
木
、
ビ
タ
ミ
ン
豊
富
な
果
樹

が
自
生
す
る
。

　

今
世
紀
後
半
に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の

森
の
40
％
が
消
失
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
、

日
本
人
も
無
縁
で
な
い
。
今
年
は

日
本
人
が
ア
マ
ゾ
ン
に
移
住
し
て
80

周
年
。
森
を
切
り
開
い
た
時
代
か

ら
森
を
つ
く
り
守
る
時
代
へ
、
里
山

を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
森
の
畑

が
希
望
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
た
い
。

ア
マ
ゾ
ン
の

里
山
づ
く
り

﹇
ブ
ラ
ジ
ル
﹈

永
武 

ひ
か
る

文・写
真=

7

は
ん
ら
ん

ひ  

よ
く

ほ
う
ふ
つ

マデイラ川流域では金が取れる。一獲千金
を夢見て掘削する小屋が浮かぶ

油が取れるアブラヤシ（左上）、果物のププーニャ（右上）やジェニパッポ（右
下）、野生の果実（左下）など、村にはさまざまな実が自生している

村の農民とアグロフォレストリーの相
談をするジルソンさん（右）。畑には
たくさんのカカオが植えられていた

森林の中の道路開発は環境への影響が懸念されている

ココナツの実を抱える子どもたち。マデイラ川を臨むジェニパッポ村で

氾
濫
原
の
畑
で
は
、
農
薬
や
肥
料
も
な
く
ス
イ
カ
が
た
く
さ
ん
取
れ
る



アマゾン川

ベネズエラ
コロンビア

ペルー

ウルグアイ
アルゼンチン

パラグアイ

ボリビア

マデイラ川

マニコレ
トメアスー

ブラジリア
サルヴァドール

サンパウロ
リオデジャネイロ

ベレン
マラカ川

首都：ブラジリア
面積：851万2,000km2（日本の22.5倍）
人口：約1億8,390万人（2007年）
公用語：ポルトガル語
宗教：キリスト教徒約90％
1人当たり国民総所得（GNI）：5,910ドル（07年）
経路：日本からの直行便はなく、アメリカ経由が一般的。
通貨：レアル（BRL）１BRL=約41円（09年2月現在）
気候：北部のアマゾン川流域は年間を通じて高温多雨の
熱帯雨林気候。中部内陸部では雨期と乾期があり、大西
洋沿岸は比較的温暖だ。南部の亜熱帯地域は寒暖の差
が激しく、冬（5～7月）には零下になることも。

黒
豆
と
肉
の
煮
込
み
料
理

「
フ
ェ
イ
ジ
ョア
ー
ダ
」

ブ
ラ
ジ
ル
料
理

　

広
大
な
国
土
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
が
混
在

す
る
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、地
方
に
よって
そ
の
料
理

の
特
色
も
多
種
多
様
だ
。先
住
民
文
化
の
影

響
が
強
く
、イ
モ
類
や
果
物
、川
魚
な
ど
を
使

っ
た
北
部
の
料
理
、
鉄
串
に
刺
さ
っ
た
肉
の
炭

火
焼「
シ
ュラ
ス
コ
」が
有
名
な
南
部
の
料
理
な

ど
、
多
く
て
9
種
類
に
も
分
け
ら
れ
る
と
い

う
。

　

そ
の
中
で
、「
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
民
食
」と
呼
ば

れ
人
々
か
ら
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
い
る
の
が
、

黒
豆
と
豚
肉
や
牛
肉
を
煮
込
ん
だ
料
理「
フェ

イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
」。か
つ
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ

て
来
ら
れ
た
奴
隷
た
ち
が
、
農
場
主
が
捨
て

て
い
た
豚
の
耳
や
鼻
、
足
な
ど
を
黒
豆
と一緒

に
煮
込
み
、
栄
養
食
と
し
て
食
べ
て
い
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
。そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
濃
厚

な
味
わ
い
が
好
ま
れ
、全
土
に
広
ま
っ
た
。ラ
イ

ス
に
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
を
か
け
、「
フ
ァ
ロッ
フ

ァ
」
と
い
う
粉
末
状
の
キ
ャッ
サ
バ
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
す
る
。週
末
に
親
類
や
友
人
な
ど
を
集
め
て

行
う
パ
ー
テ
ィ
ー
の
定
番
メ
ニュ
ー
で
も
あ
る
。

　

本
場
の
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
を
楽
し
め
る
東

京
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
店
サ
ッ
シ
ペ
レ
レ
は
、
ボ
サ

ノ
バ
歌
手
・
小
野
リ
サ
さ
ん
の
父
親
、小
野
敏

郎
さ
ん
が
始
め
た
店
。名
前
は
、
本
国
で
親
し

ま
れ
る
い
た
ず
ら
好
き
の
妖
精
に
由
来
す
る
。

１
９
５
８
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

で
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
営
ん
で
い
た
小
野
さ
ん
が
、

帰
国
後
の
72
年
に
開
店
し
た
。陽
気
な
ブ
ラ
ジ

ル
人
シェフ
が
作
る
料
理
や
ブ
ラ
ジ
ル
カ
ク
テ
ル

だ
け
で
な
く
、
毎
晩
開
催
さ
れ
る
サ
ン
バ
や
ボ

サ
ノ
バ
の
生
ラ
イ
ブ
も
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

in ブラジル

　ブラジルといえば、今や世界を代表
する新興大国の一つ。その一方で、ア
マゾンの熱帯雨林で森林破壊が進
み、都市部では急激な人口増加により
生活環境が悪化している。また、所得
格差の問題も深刻だ。JICAは、環境
問題、格差の是正への取り組みを支援
するとともに、同国の医療や農業など
の技術力を生かした「三角協力」※を、
ブラジル政府と共同で推進している。
　環境分野では、アマゾンの森林資源
の持続的な活用のため、アグロフォレ
ストリーの普及に取り組んでいる。
2007年からはその経験を近隣諸国に
広げるべく、各国の農業研究員らを招
いて研修を実施。また、人口が急増
し、未処理の汚水の垂れ流しなどで水

　ブラジルといえば、今や世界を代表
する新興大国の一つ。その一方で、ア
マゾンの熱帯雨林で森林破壊が進
み、都市部では急激な人口増加により
生活環境が悪化している。また、所得
格差の問題も深刻だ。JICAは、環境
問題、格差の是正への取り組みを支援
するとともに、同国の医療や農業など
の技術力を生かした「三角協力」※を、
ブラジル政府と共同で推進している。
　環境分野では、アマゾンの森林資源
の持続的な活用のため、アグロフォレ
ストリーの普及に取り組んでいる。
2007年からはその経験を近隣諸国に
広げるべく、各国の農業研究員らを招
いて研修を実施。また、人口が急増
し、未処理の汚水の垂れ流しなどで水

質が悪化しているサンパウロ州沿岸部
では、9つの市で上下水道施設、水質
管理システムの整備を円借款で行って
いる。
　格差の是正に対しては、国内で最も
貧しく、公衆衛生環境の悪化や疾病の
まん延が深刻な東北部で、地域住民が
より良い生活環境づくりに取り組む
「東北ブラジル健康なまちづくりプロジ
ェクト」を実施。住民参加による清掃
活動や、一人一人が地域に何ができる
かを考えるワークショップ、公衆衛生改
善の推進員の育成などを通して、貧し
い人々の健康増進と生活の質の向上
に努めた。
　三角協力では、ブラジルと同じポルト
ガル語圏の国であるアフリカのアンゴ

質が悪化しているサンパウロ州沿岸部
では、9つの市で上下水道施設、水質
管理システムの整備を円借款で行って
いる。
　格差の是正に対しては、国内で最も
貧しく、公衆衛生環境の悪化や疾病の
まん延が深刻な東北部で、地域住民が
より良い生活環境づくりに取り組む
「東北ブラジル健康なまちづくりプロジ
ェクト」を実施。住民参加による清掃
活動や、一人一人が地域に何ができる
かを考えるワークショップ、公衆衛生改
善の推進員の育成などを通して、貧し
い人々の健康増進と生活の質の向上
に努めた。
　三角協力では、ブラジルと同じポルト
ガル語圏の国であるアフリカのアンゴ

ラに、ブラジルから医師や看護師を派
遣。医療技術の向上や病院運営の改
善を図っている。07年には、かつて日
本の無償資金協力で首都ルアンダに
整備された病院に日系ブラジル人看護
師も派遣した。
※ある分野に優れた技術や経験を持つ開発途上
国が、先進国と共同で別の途上国を支援すること
で、開発をより効果的に進めるための協力。

ラに、ブラジルから医師や看護師を派
遣。医療技術の向上や病院運営の改
善を図っている。07年には、かつて日
本の無償資金協力で首都ルアンダに
整備された病院に日系ブラジル人看護
師も派遣した。
※ある分野に優れた技術や経験を持つ開発途上
国が、先進国と共同で別の途上国を支援すること
で、開発をより効果的に進めるための協力。

環境保全、格差是正への
取り組みと、
日伯共同支援の推進を
豊かな資源に支えられ急成長を遂げたブラジル。
しかし環境破壊や貧困問題も依然深刻だ。
JICAは、これらの問題に取り組むと同時に、
ほかの開発途上国に共同で支援する
パートナーシップも推進している。

JICAの活動

Brazil
ブラジル

Illustration/sugawara maiko 

アグロフォレストリーの研修で、パラ州の原
生林を視察した近隣諸国の農業研究員たち

サンパウロ州沿岸部で進めら
れている下水道の配管工事

アンゴラの病院で技術指導を行う日系人看護師・
谷田リツコさん（右）

〒160-0003 東京都新宿区本塩町9 光丘四谷ビルB1
TEL：03-3353-7521
URL：http://www.saciperere.co.jp/
月～木17～24時、金・土18～24時
（日曜・祝祭日定休）

サッシペレレ
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本誌をご希望の場合は
送料ご負担（200円）にて
お送りいたします。

申込方法：氏名・住所・電話番
号・ご希望の号数もしくは送付
期間を明記の上、下記にお申し
込みください。

■
今
回
初
め
て
『JICA'sW

orld

』
を
読
み
ま
し
た
。
と
て
も
詳
し

く
書
い
て
あ
る
の
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
世
の
中
が
暗
い
話
で
埋

も
れ
そ
う
な
中
、
世
界
の
た
め
に
平
和
の
た
め
に
こ
ん
な
に
も
一
生

懸
命
な
人
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
私
も
何

か
で
き
る
こ
と
を
探
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
宮
崎
県・匿
名
希
望
・

18
歳
・
女
性
・
学
生
）

■
情
報
が
多
い
が
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
国
際
協
力
を
伝
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
活
動
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
つ
の
か
、
私
た
ち
国
民
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
向
き
合

う
べ
き
か
を
今
後
も
発
信
し
て
ほ
し
い
で
す
。（
東
京
都・匿
名
希
望
・

23
歳
・
女
性
・
学
生
）

■『JICA'sW
orld

』
を
読
ん
で
い
る
と
、
正
直
知
ら
な
い
で
済
ま
せ

た
い
と
思
う
ほ
ど
の
現
状
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
つ
ら
く
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
ま
ず
事
実
を
知
り
、
受
け
止
め
る
こ
と

か
ら
、
初
め
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
身
の
濃
い
記
事
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（
埼
玉
県
・
匿
名
希
望
・
35
歳
・
女
性
・
公
務
員
）

■
な
か
な
か
目
を
向
け
る
こ
と
な
く
過
ぎ
去
る
世
界
の
現
状
。
そ
れ

を
知
る
こ
と
に
よ
り
次
に
巻
き
起
こ
る
偶
然
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
「
気
付
き
」
を
与
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
。
現
場
の
声

を
交
え
な
が
ら
描
か
れ
て
い
る
記
事
の
数
々
。
1
月
号
で
は
「
地
球

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）、「
地
球
号
の
子
ど
も
た
ち
」
の
特

集
が
楽
し
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
が
普
段
生
活
し
て
い
く

中
で
は
目
の
届
き
に
く
い
情
報
の
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
沖
縄
県
・
匿
名
希
望
・
28
歳
・
男
性
・
国
際
交
流
関
連
事
務
職
）

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対する
ご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・電話
番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の上、お
送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処理および
プレゼント発送以外の目的で使用いたしません。当選者の
発表は発送をもってかえさせていただきます。

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

プレゼント
付き

（2009年5月１日発行予定）次号予告

未来につなぐ島国の力
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◎応募締切：2009年5月15日

①パレスチナのオリーブオイル（250ml）
②書籍『村落開発と環境保全』（26ページ参照）
③書籍『国家の仮面が剥がされるとき』（26ページ参照）

第５回太平洋・島サミットの開催に合わせ、大洋州・カリブ諸国など島国をめぐる
課題と、JICAの取り組みを紹介。
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平和を願うオリーブオイル

Vol.07  パレスチナ語り

　フルーティーな香りとまろやかな口当たり
に、ほんのりした苦味が味わい深いパレス
チナ産「ものごっつうおいしい」オリーブオ
イル。無農薬で品質の高いオリーブオイル
の作り方を、（社）日本国際民間協力会
（NICCO）がJICAと連携し、農家に普及
したことがきっかけで生まれた一品だ。
　もともとパレスチナはオリーブ生産が盛
んな地。しかし、「ものごっつうおいしい」オ
リーブオイルができる前、ヨルダン川西岸の
トバス地方のオリーブは、昔ながらの栽培
方法で生産され、品質が十分とはいえな
かった。NICCOは、オリーブの品質を向上
させ、国際基準を満たす「エキストラバー
ジンオイル」をつくり、農家の自立を支えよう
と協力を開始。保水力の弱い土地柄と地

域の環境に配慮し、節水型の有機農法で
オリーブを育て、手摘みした実から24時間
以内にオイルを抽出する方法を紹介した。
　酸度が低く良質で、コレステロールの蓄
積を防ぐなど健康的に価値が高いと評価
を得ている一方、「マーケティングが課題」
だとNICCOの吉田真由美さん。理想的な
市場であるイスラエルでの販売は、経済封
鎖による輸送量の制限などで難しい。昨年
末から激化したガザ地区でのイスラエルと
パレスチナ武装勢力との争いは、トバスの
人々の心にも大きな影を落とした。
　平和の象徴であるオリーブを6,000年前
から栽培してきたパレスチナの「ものごっつ
うおいしい」オリーブオイル。笑顔とともに各
地に出荷される日が待ち遠しい。

photo by Tamai Mikiro

トバスの人々は、無農薬のオリー
ブを一つ一つ丁寧に手摘みする

★「ものごっつうおいしい」オリーブオイル（1本）を2人
の方にプレゼント！ 詳細は34ページへ→

パレスチナ ヨルダン川西岸地区
トバス地方

ガザ地区

ヨルダン
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PROFILE
1958年東京都出身。87年にオリジナルミュージカル
「アイ・ガット・マーマン」で演出家デビュー。現在、最
も注目される演出家として、ミュージカル、ストレート
プレイ、オペラなど活動の場を広げている。旅番組な
どを通じて世界各国へ赴き、2008年6月にはドキュメ
ンタリー番組「世界ウルルン滞在記」でケニアを訪れ
た。今年5月、横浜開港150周年記念式典でプロデュ
ーサーを務める。

宮本亜門
MIYAMOTO AMON

　テレビ番組でケニア北西部のトゥ
ルカナ村に行きました。首都ナイロ
ビから飛行機で2時間、そこからさ
らに車で4時間という、とにかく遠く
離れた村で、電気も通っていません
でした。しかも、村を訪れた初めて
の外国人が僕らだったこともあり、
同い年の村長からは「助けに来てく
れたんじゃないのか？」と真剣な顔
で言われてしまいました。
　村に暮らすニケボトク族は、もと
もと狩猟民族でしたが、今は農業を
営み、家畜を飼育しながら生計を立
てています。でも、2年ほど前から干
ばつに見舞われ、農業にも被害が及
んでいます。また、夫に先立たれた
女性や働き手がいない家庭は、畑
を耕せず、食料不足に直面していま
した。
　もちろん、「僕らは救助隊じゃな
い」と説明しました。でも、すぐに分

かってくれるはずはありません。わ
らで作った家には、栄養失調や病気
で苦しむ子どもや老人が横たわっ
ているのですから。村長も、「村人が
死んでいくのは見ていられない」と
必死だったようです。
　そこで、畑をみんなで耕して、収
穫できたものはみんなで分け合おう
と提案したところ、多くの村人が賛
同してくれました。でも中には、唯一
の財産である農地を取られるんじゃ
ないかと警戒していた女性もいまし
た。「これが現実なのかな」と正直
思いましたが、その女性ともじっくり
話し合って分かったんです。突然、
外部の人が来て「こうしよう、ああし
よう」と言ってもダメ。彼らの生き方
や価値観を同時に考えていく必要
があるんだなと。
　この旅をきっかけに、地球には支
援の手の届かない地域がまだまだ

たくさんあるという現実を知りまし
た。むしろ届かないところが多いの
だと。そして、トゥルカナ村や人 と々
出会ってしまった以上、彼らを放っ
ておけないと思ったんです。数日間
であれ、彼らと共に生きてきたこと
は事実なのだから。
　そこで、耕作や水路づくりに必要
な道具を彼らに提供しようと考えた
のです。でも、すごく奥地なので、途
中にある同じような状況の村を通
過してトゥルカナ村まで道具を届け
てくれそうな人を見つけるのは容易
ではありません。それでも、出会っ
たこの村にこだわり続けたい。
　募金を呼び掛けると、日本人はシ
リアスに考えがちですが、単純にお
金を循環させるだけのこと。すてき
なことだと思っています。いつか流
れが見えて、皆さんに寄付金を募る
日が来たらと願っています。

ⓒ 世界ウルルン滞在記

演出家
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